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─────────────────────────────────────────── 

平成23年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             平成23年３月９日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         平成23年３月９日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 平成２３年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第３ 議案第３号 平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第４ 議案第４号 平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第５ 議案第５号 平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第６ 議案第６号 平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２３年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第11 議案第11号 平成２２年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算(第４号) 

 日程第13 議案第13号 平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第15号 平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第16号 平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第17 議案第17号 平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 
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 日程第18 議案第18号 平成２２年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第20 議案第20号 平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第21 議案第21号 平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第３号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 平成２３年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質 

            疑・付託） 

 日程第３ 議案第３号 平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第４ 議案第４号 平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第５ 議案第５号 平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第６ 議案第６号 平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・ 

            付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２３年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・ 

            質疑・付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付 

            託） 

 日程第11 議案第11号 平成２２年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成２２年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算(第４号) 

 日程第13 議案第13号 平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２２年度周防大島町老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第15号 平成２２年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 
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 日程第16 議案第16号 平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第17 議案第17号 平成２２年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第18 議案第18号 平成２２年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第20 議案第20号 平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第21 議案第21号 平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第３号） 

────────────────────────────── 

出席議員（17名） 

１番 田中隆太郎君       ２番 杉山 藤雄君 

４番 新山 玄雄君       ５番 平野 和生君 

６番 魚原 満晴君       ８番 広田 清晴君 

９番 安本 貞敏君       10番 尾元  武君 

11番 中村 美子君       12番 中本 博明君 

13番 魚谷 洋一君       14番 平川 敏郎君 

15番 松井 岑雄君       17番 久保 雅己君 

18番 布村 和男君       19番 小田 貞利君 

20番 荒川 政義君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（２名） 

３番 神岡 光人君       ７番 今元 直寛君 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 木元 真琴君     議事課長 中尾 豊樹君 

書  記 中村 和江君     書  記 林  祐子君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 相川  實君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 平田  武君 
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公営企業管理者 ……… 石原 得博君                      

総務部長 ……………… 中野 守雄君   産業建設部長 ………… 嶋元 則昭君 

健康福祉部長 ………… 田村 敏範君   環境生活部長 ………… 松井 秀文君 

久賀総合支所長 ……… 山本 定雪君   大島総合支所長 ……… 川元 文雄君 

東和総合支所長 ……… 菊本 雅喜君   橘総合支所長 ………… 八幡 清治君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 北杉 憲昌君 

教育次長 ……………… 村田 雅典君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

総務課長 ……………… 西本 芳隆君   財政課長 ……………… 奈良元正昭君 

健康増進課長 ………… 東原 平典君   税務課長 ……………… 吉岡 信二君 

上下水道課長 ………… 岡本 洋治君   公営企業局財政課長 … 村岡 宏章君 

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（荒川 政義君）  ８日の本会議に引き続き、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、議案第１号平成２３年度周防大島町一般会計予算から日程第

１０、議案第１０号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１０議案を一括上程

し、これを議題とします。 

 日程第１、議案第１号平成２３年度周防大島町一般会計予算の補足説明を求めます。中野総務

部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  それでは、議案第１号平成２３年度周防大島町一般会計予算につい

て、補足説明をいたします。 
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 予算書及び事項別明細書につきましては、一般会計と特別会計で別冊となっております。一般

会計の予算書を御用意願います。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１３４億

５,０００万円と定めております。対前年度比０.４％、５,０００万円の増額予算となっており

ます。 

 第２条、地方債は、１１ページの第２表のとおり、それぞれの事業実施に当たり起こすことの

できる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度

額を１４億２,５９０万円と定めるものであります。 

 第３条は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額を３０億円と定

めております。 

 第４条は、歳出予算の流用でありますが、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものであります。 

 それでは、事項別明細書により、順を追って歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明をさ

せていただきます。 

 まず、歳入でございます。事項別明細書の５ページをお願いいたします。 

 １款町税の１項町民税は、５億３,４９９万３,０００円を計上いたしました。景気の動向、人

口減等を踏まえ、対前年度比６,４５５万１,０００円の減額計上であります。 

 ２項固定資産税は、新築、増改築の減などに伴い、対前年１０４万８,０００円減の６億

７,１６６万円の計上であります。 

 ６ページの３項軽自動車税、４項たばこ税、５項入湯税につきましては、２２年度の調定額を

参考に積算し計上しておりますが、たばこ税は、喫煙者の減により１,４００万円の減額計上と

なっております。 

 ７ページの２款地方譲与税から７款自動車取得税交付金までは、いずれも地方財政計画に基づ

く試算により計上をしております。 

 ８ページの８款地方特例交付金１項地方特例交付金は、３,８００万円の計上でありますが、

子ども手当の３歳未満に対する上積みなどを勘案し、児童手当及び子ども手当特例交付金として

２,０００万円、住宅ローン減税及び自動車取得税減税に伴う減収補てん特例交付金として

１,８００万円を見込んでおります。 

 ９ページの９款地方交付税は、地方財政計画におきましては、対前年度比２.８％の増額とな

っておりますが、昨年実施されました国勢調査の人口が算定に採用されますので、本町では人口

が速報値で１０.７５％減少したことなどを勘案し、対前年度１.５％増の８１億１,０００万円
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を計上しております。 

 内訳は、普通交付税７５億８,０００万円、特別交付税５億３,０００万円でありますが、交付

税総額における特別交付税の交付割合が、従来の６％から５％に引き下げられることに伴う試算

によるものであります。 

 なお、平成２４年度にはこの率が４％に引き下げられる予定であります。 

 １０款交通安全対策特別交付金は、前年並みの３００万円を計上いたしました。 

 １１款分担金及び負担金１項負担金は、老人保護措置費負担金として３,００７万４,０００円、

児童福祉費負担金、保育料でありますが、公立、私立を合わせ７,２４１万円の計上が主なもの

であります。 

 １０ページの１２款使用料及び手数料のうち、１項使用料は、町営駐車場、斎場、市民農園、

中小企業従業員住宅、星野哲郎記念館、公営住宅、スクールバス等々、町内各施設の使用料とし

て１３ページにありますように１億７,０３７万８,０００円を計上しております。 

 １３ページの２項手数料は、戸籍、住民票等の発行手数料、ごみ処理手数料等を合わせて

２,７１０万８,０００円の計上であります。 

 １４ページ、１３款国庫支出金の１項国庫負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給

付費負担金、私立保育所運営費負担金、子ども手当負担金を合わせて５億４７０万６,０００円

の計上であります。障害者自立支援給付費負担金、子ども手当負担金の増により約３,８００万

円の増額計上となっております。 

 １５ページの２項国庫補助金のうち、１目総務費国庫補助金では、再編交付金５,８００万円

の計上であります。 

 なお、再編交付金で行う事業は、当初予算案の概要２６ページに掲げているものであります。 

 ２目民生費国庫補助金は、福祉事務所設置準備経費に充当するセーフティーネット支援対策等

事業補助金、地域生活支援事業補助金、一時保育事業等に係る次世代育成支援対策交付金等を合

わせ２,４４１万７,０００円の計上であります。 

 ３目衛生費国庫補助金は、合併浄化槽設置補助に係る循環型社会形成推進交付金、女性特有の

がん検診推進事業補助金など、１６ページの４目農林水産業費国庫補助金は、海岸保全施設整備

事業補助金１億１,０００万円の計上であります。 

 ５目土木費国庫補助金は、民間住宅耐震診断及び改修等に係る補助金を計上しております。 

 ６目教育費国庫補助金は、油田小学校屋内運動場耐震化事業に充当する学校施設環境改善交付

金、久賀の諸職用具の保存修理を行うための重要有形民俗文化財修理事業補助金が新規計上であ

ります。 

 ３項国庫委託金は、外国人登録、基礎年金、子ども手当等に係る事務委託金を計上しておりま
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す。 

 １７ページの１４款県支出金１項県負担金は、本年度も研修のため県へ１名の職員派遣を予定

しておりますが、これに伴う職員給与等負担金、国保基盤安定負担金、障害福祉費負担金、後期

高齢者基盤安定負担金、私立保育所運営費負担金、子ども手当負担金等を合わせて３億３,７５７万

２,０００円の計上であります。 

 １８ページの２項県補助金のうち、１目総務費県補助金の広域市町村合併支援特別交付金

７０５万８,０００円は、町ホームページの構築事業に充当することとしておりますが、これを

もって本町への交付枠４億円は、すべて交付される見込みであります。 

 ２目民生費県補助金では、福祉医療費補助金、国保負担軽減対策費助成事業補助金、障害者自

立支援特別対策事業費補助金、児童クラブ運営に係る放課後子供プラン推進事業補助金、延長保

育促進事業補助金等が主なものであります。 

 １９ページの３目衛生費県補助金は、広域水道出資債元利補給金、補助対象区域が変更されて

継続となった浄化槽設置整備事業補助金、水価安定補助金、妊婦一般健診に係る妊婦健康診査臨

時特例交付金、新規計上の子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金が主なものであり

ます。 

 なお、妊婦健康診査臨時特例交付金及び子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金は、

平成２３年度までの予定であります。 

 ２０ページの４目農林水産業費県補助金は、中山間地域等直接支払交付金事業補助金、事業名

称が変更となったやまぐち集落営農生産拡大事業補助金、海岸保全施設整備事業補助金の計上で

あります。 

 ５目商工費県補助金は、廃止路線代替バス運行事業補助金、緊急雇用創出事業、臨時特例基金

補助金等が主なものでありますが、緊急雇用創出事業の増により３,２９８万２,０００円の増額

であります。 

 ２１ページの６目土木費県補助金は、住宅・建築物耐震化促進事業補助金の計上であります。 

 ７目教育費県補助金では、国体開催費補助金の計上により約４,５００万円の増額計上となっ

ております。 

 ３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、県税徴収事務委託金、４月１０日執行の

県議会議員選挙委託金の計上が主なものであります。 

 ２２ページの３目衛生費県委託金は、地球温暖化防止活動推進員の委嘱事務交付金を新規計上

いたしました。平成２３年度から、事務の委譲を受けるものであります。 

 ５目商工費県委託金は、片添ケ浜海浜公園の指定管理料として２,７７４万３,０００円を計上

しております。 
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 ２３ページの６目土木費県委託金は、樋門の管理委託金等の計上が主なものであります。 

 ７目消防費県委託金は、防災センターの指定管理料を２,６７３万２,０００円計上いたしまし

た。 

 ２４ページの１５款財産収入では、財産運用収入として土地及び建物の貸付収入、教員住宅家

賃収入及び各基金の利子収入を計上しております。 

 ２５ページの１６款寄附金は、ふるさと寄附金１７０万円、星野哲郎スカラシップ寄附金

１００万円の計上が主なものであります。 

 １７款繰入金は、平成２２年度１月補正で、「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用し積み立

てたふるさと創生基金を８１６万３,０００円、ちびっ子医療費助成事業基金１,３７３万

７,０００円、観光振興事業助成基金１,０５４万１,０００円、福祉医療費一部負担金助成事業

基金１,１４３万５,０００円、２６ページのふるさと応援基金１８０万円、新たにＣＡＴＶ加入

促進事業基金４,６９０万円、外国語活動推進事業基金５６９万１,０００円をそれぞれの基金条

例の目的に応じ、取り崩すこととしております。 

 なお、財政調整基金及び減債基金につきましても、平成２２年度で交付税措置されたルール分

が終了いたしましたので、いずれも当初予算では、取り崩しは行わないこととしております。 

 なお、各基金の平成２３年度末における基金残高見込みは、当初予算案の概要の８ページに掲

げてございます。 

 １８款繰越金は１,０００万円の計上であります。 

 ２７ページの１９款諸収入３項貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金貸付金、地域総合

整備資金貸付金、２８ページ、住宅新築資金等貸付金などの計上であります。 

 ４項雑入では、学校給食収入５,４４７万２,０００円、福祉医療費高額払戻金、有害鳥獣捕獲

分担金、建設残土処理場使用料、ごみ収集袋売上代金、片添ケ浜施設使用料、指定管理者町納付

金等を計上し、総額２億７３６万７,０００円の計上となっております。 

 ３２ページをお願いします。２０款町債であります。臨時財政対策債５億８,０００万円に加

え、海岸保全施設整備事業、ＣＡＴＶ網整備に係る地域情報通信基盤整備事業など、各種事業に

充当するため、１４億２,５９０万円の計上であります。地域情報通信基盤整備事業に充当する

過疎対策事業債の増、大島病院移転新築事業のほぼ完了に伴う合併特例債の減等により、前年度

比１億３,６２０万円、８.７％の減となっております。 

 なお、過疎対策事業債のうち、久賀中学校校舎改築基本設計事業から福祉タクシー利用助成事

業までは、新たに制度化されたソフト事業分としての計上であります。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。 
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 ３５ページをお願いいたします。１款１項１目議会費は、総額で１億４,３２２万８,０００円

の計上であります。職員人件費並びに議員報酬、議会運営経費等の計上でありますが、本年６月

１日をもって、地方議会議員年金制度を廃止する法案が提出される予定であり、廃止に伴う年金、

あるいは一時金の支払いに必要な財源は、毎年度、現職議員の標準報酬総額に応じて各地方公共

団体が負担するとの方針が示されましたので、これに伴い、議員共済組合負担金として４,２６７万

４,０００円を計上いたしましたので、対前年度３,６２１万８,０００円の大幅な増額計上とな

っております。 

 ３７ページの２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の職員人件費は、特別職、一般職

７１名分の給料、各種手当、共済費、退職手当組合負担金等を合わせて８億６,３２５万

７,０００円の計上であります。 

 ３８ページの行政一般経費につきましては、５,６５４万円の計上でありますが、非常勤嘱託

員報酬１９８万６,０００円は新規計上であります。町の文書を各庁舎等の出先機関へ送達する

業務については、非常勤嘱託員で行うことといたしました。また、職員の研修機会をふやすため

に、市町村職員中央研修所などへの研修旅費及び研修参加負担金を増額計上いたしました。 

 ４０ページの契約管理一般経費では、関係課での入札情報等を共有するための契約工事管理シ

ステムを導入することとし、そのシステム使用料及び保守料を新規計上いたしました。 

 ４１ページの２目文書広報費のうち、文書広報事業は、町広報誌を従来の２０ページから

２４ページに充実することとし、その印刷経費を増額計上いたしました。地域情報通信基盤整備

推進事業は、６億６,４００万１,０００円の新規計上であります。 

 ４２ページですが、平成２３年７月２４日のアナログ放送終了に対応し、難視聴区域の解消と

情報格差是正を目的に、民間事業者が設置するＣＡＴＶ網の整備に対し、その事業費の８５％を

補助することとし、６億１,１２９万円を計上いたしました。また、このＣＡＴＶへの加入負担

金に対し助成を行い、加入促進を図るＣＡＴＶ加入促進事業補助金として４,６９０万円を計上

しております。委託料の地域情報チャンネル番組制作費３２９万７,０００円は、周防大島町の

行政情報の制作などを行うための経費であります。備品購入費は、町職員が撮影等を行う場合に

使用するカメラ等の購入経費であります。 

 なお、各科目において、町有公共施設のＣＡＴＶの使用料として９６万５,０００円、加入負

担金５０１万６,０００円を計上しております。情報通信施設管理経費は、防災行政無線維持管

理経費で１,３５８万５,０００円の計上であります。 

 ４４ページの５目財産管理費、財産管理一般経費は、公共施設及び公用車の保険料等の計上に

加え、指定管理を行っている施設の協定に基づき町が行うべき場合の修繕費として５００万円、

工事請負費１,０００万円、備品購入費として５００万円を一括し、計上しております。基金管
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理経費は、基金利息の積立金の５６万４,０００円の計上であります。 

 ４５ページの６目企画費、企画一般経費は、４８６万８,０００円の計上であります。 

 ４６ページ、委託料の空き家調査業務は、従来から空き家バンク登録を行ってまいりましたが、

物件が少なく、Ｕ・Ｊ・Ｉターンを希望される方からの御希望に沿えない状況にありました。そ

こで、空き家の調査、情報収集、空き家バンク登録の意向調査を本格的に実施することとしたも

のであります。周防大島市場販路拡大事業６３万円も新規事業であります。民間事業者が東京都

港区に開設する販売スペースの一部を町で確保し、販売委託をすることにより、町内の農水産物

や加工品などの販路を拡大するとともに、周防大島町のＰＲをしようとするものであります。

４月に開設予定の道の駅内のチャレンジショップとあわせ、意欲のある町内事業者の支援を行う

ものであります。また、ＮＨＫラジオ公開番組「真打ち競演」の収録が橘総合センターで行われ

ることが決定いたしましたので、そのＰＲ経費、そして全国町村会が主催する全国町村物産フェ

アへの参加経費の計上など、積極的に本町のＰＲ、情報発信を行う経費を計上したところであり

ます。加えて、平成２４年度早期の再開を目指す岩国錦帯橋空港の利用促進を図るために、岩国

錦帯橋空港利用促進協議会が周辺市町、関係団体で設立され、これに係る負担金１０万円を新規

計上いたしました。 

 ４７ページのふるさと応援事業は、ふるさと寄附金を財源としてのふるさと応援基金への積立

金１７０万円を計上しております。この基金から１８０万円を取り崩し、図書館図書の充実に活

用したいと考えております。 

 ４８ページの７目支所及び出張所経費では、９,０１６万４,０００円を計上し、各庁舎の維持

管理及び工事請負費、原材料費、小規模施設整備事業補助金により、地域住民からの要望に迅速

に対応するものであります。また、各出張所経費に非常勤嘱託員の報酬を計上しております。 

 ５５、５６ページをお願いします。８目電子計算費は、各庁舎を結ぶＬＡＮシステムの通信運

搬費、電算システムの保守料及び借上げ料等の計上でありますが、電算保守管理委託料におきま

して、町ホームページの充実を行う予定であります。また、合併当初に導入し、現在使用してい

る基幹系システム並びに情報系システムのうち、保守ができないシステムについて更新するため

の事務機器借上料、情報端末５１台を更新する予定で、備品購入費を計上しております。 

 ９目地域振興費の地域づくり推進事業は、自治会振興奨励金、活力と魅力ある町づくりの推進

を目的に、地域づくりのための事業を公募し、選考により支援をする地域づくり支援事業補助金

の計上が主なものであります。 

 ５７ページの町人会経費は、各地区の町人会への参加経費であります。 

 ５８ページの１０目交通安全対策費につきましては、交通安全に係る啓発経費、交通安全対策

協議会、交通事故相談所、交通安全協会への負担金の計上であります。 
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 ５９ページの諸費は６８１万４,０００円の計上であります。県市町総合事務組合を初めとす

る各種団体への負担金が主なものでありますが、平成２２年度において、災害基金組合への納付

金について目標額を一括して納付いたしましたので、１,７８９万７,０００円の減額計上となっ

ております。 

 ６０ページからは２項徴税費でございます。１目税務総務費の税務一般経費は、６１４万

７,０００円の計上であります。還付金４６０万円が主なものであります。 

 ６１ページの２目賦課徴収費は、納税通知書の印刷経費及び郵送経費並びに滞納整理に積極的

に取り組むに当たり必要な支払督促に係る経費、あるいは差し押さえ不動産鑑定評価業務、弁護

士業務等の経費を計上いたしました。また、平成２４年度の固定資産評価がえのための標準地鑑

定委託業務が終了したことにより、約２,０００万円の減額となっております。 

 ６３ページの３項戸籍住民基本台帳一般経費につきましては、戸籍総合システム等の保守並び

に借り上げ料の計上でありますが、住民基本台帳法の改正により、外国人住民が住民基本台帳の

登録対象者に加えられるため、システム改修の経費を３,２３４万円計上したことにより、

４,８８７万５,０００円の予算額となっております。 

 ６５ページは４項選挙費であります。選挙管理委員会経費は、選挙管理委員の報酬等の計上と

なっております。また、７月１９日任期満了の農業委員会委員一般選挙経費を９２８万２,０００円

計上いたしました。 

 ６６ページは、４月２９日の任期満了に伴い、４月１日告示、４月１０日投開票の日程で執行

されます県議会議員選挙経費の計上であります。 

 ６８ページからの５項統計調査費は、１３０万３,０００円を計上し、経済センサス調査を行

うものであります。 

 ６９ページの６項監査委員費は、監査委員報酬等で１０４万１,０００円の計上であります。 

 続いて、３款民生費になります。 

 まず、１項社会福祉費であります。１目社会福祉総務費におきましては、７０ページの社会福

祉総務一般経費において、委託料として、地域見守りネットワーク整備強化事業を新規計上いた

しました。県から１００％補助金を受けて、周防大島町社会福祉協議会へ委託をし、「誰もが安

心して豊かに暮らし続けることができる町づくり」を目指して、緊急時・災害時の支援体制の整

備や、緊急連絡カードの啓発及び充実などの活動を行うものであります。また、町社会福祉協議

会への補助金を４,６４０万３,０００円計上いたしました。福祉タクシー利用助成は、７７８万

６,０００円の計上でありますが、その財源として過疎債のソフト事業分を充当しております。 

 ７１ページの民生委員児童委員会経費は、民生委員児童委員の活動費として１,５０７万

６,０００円を計上しております。 
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 ７２ページの福祉医療事業は、１億７,１１５万８,０００円の計上であります。福祉医療費一

部負担金助成事業基金で対応しての予算計上であります。ちびっ子医療費助成事業は、１,３８８万

円を計上いたしました。小学生以下のすべての子供の医療費を無料化するものであります。財源

は、ちびっ子医療費助成事業基金であります。 

 ７３ページの福祉センター運営経費は、久賀福祉センターの管理運営経費６１１万９,０００円

の計上であります。 

 ７４ページの社会福祉施設整備事業経費は、各社会福祉施設整備に係る町の債務負担分の計上

であります。 

 ２５４ページの支出予定額調書にありますとおり、ほのぼの苑、白寿苑につきましては、平成

２４年度、やまびこ苑につきましては、平成２６年度までの予定であります。 

 ７５ページの福祉事務所設置事業は、２,６４１万円の計上であります。社会福祉法第１４条

に定める生活保護などを取り扱う福祉に関する事務所につきましては、町村は条例により任意で

設置することができるとされています。町では部内の検討会を設置し、県を含め検討を重ね、地

域主権の時代に対応し、事務の迅速化、住民サービスの向上を目指し、平成２４年４月１日に福

祉事務所を設置する方針を定めたところであります。事務所は、現在、福祉課が執務をしており

ますたちばなケアプラザに置くこととし、相談室の設置や電算システムの導入経費、机・ロッ

カー等の備品購入費などを予算計上したものであります。 

 なお、福祉事務所設置に必要な条例の制定につきましては、県との所定の手続を経て、山口県

知事の同意を得た後、１２月定例議会へ上程をしたいと考えております。 

 ７６ページの２目障害福祉費の障害福祉一般経費につきましては、障害福祉計画の見直しに係

る経費及び各種障害者団体等への補助金・負担金の計上であります。 

 ７７ページの障害者地域生活支援事業は、１,２８０万５,０００円の計上であります。障害者

への訪問入浴サービス事業、相談支援事業、移動支援事業、日中一時支援事業、コミュニケーシ

ョン支援事業、日常生活用具給付事業及び自動車運転免許取得費助成事業等の計上でありますが、

移動支援事業、日中一時支援事業、日常生活用具給付事業につきましては、引き続き低所得区分

の障害者の方の利用負担が無料化されることとなっております。 

 ７８ページの障害者自立支援給付費事業は、３億６,８０９万８,０００円の計上であります。

負担金として、障害者に対する在宅での介護サービスや施設への入所、通所に要する介護給付

費・訓練等給付費、特定障害者特別給付費、事業所の収入減を補てんする事業運営安定化給付費、

送迎に対する支援としての通所サービス等利用促進給付費、扶助費として、補装具費給付費の計

上が主なものであります。 

 なお、介護給付費・訓練等給付費、補装具費給付費につきましては、低所得区分の障害者の方
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の利用負担が引き続き無料化されることとなっており、全体的に給付額が増額となっております。

障害者区分認定等事業は、介護保険と同様に障害者もその程度を認定する経費として、審査会委

員の報酬等の計上であります。 

 ８０ページの更正医療事業は、１,６０８万４,０００円の計上であります。生活保護世帯の給

付対象者の増により、倍増となっております。 

 ３目老人福祉費は、老人福祉一般経費において、はり・きゅう等施術助成事業、寝たきり老人

等紙おむつ助成事業を引き続き実施することとしております。また、平成２３年度は、高齢者福

祉計画及び地域福祉計画の見直し、第５期介護保険事業計画の策定年度に当たりますので、所要

の経費を計上しております。 

 ８２ページの老人福祉事業は、高齢者生活福祉センターしらとり苑及び和田苑の指定管理料及

び養護老人ホームの入所に対する老人保護措置費の計上であります。敬老会事業は、７０歳以上

の方を対象に実施いたします敬老会の経費であります。介護予防・地域支え合い事業（補助）に

つきましては、老人クラブへの助成であります。単位老人クラブへの補助金及び老人クラブ連合

会が実施する健康づくり事業等への補助金であります。毎年、県の補助額は減額されてきており

ますが、町としての補助金は確保しております。介護予防・地域支え合い事業（単独）は、町単

独で取り組む事業に係る予算で、２,７９０万６,０００円の計上であります。訪問理美容サービ

ス、食の自立支援事業、外出支援サービス事業、生きがい活動支援通所事業、緊急通報システム

事業、老人クラブに対する高齢者の地域活動等事業補助を実施するものであります。 

 ８３ページの県後期高齢者医療広域連合事業は、４億５,１６８万１,０００円を計上しており

ます。医療給付費の１２分の１を負担する後期高齢者療養給付費等負担金４億４,９８５万

４,０００円、事務費負担金１８２万７,０００円の計上であります。 

 ８４ページの老人保健精算事業は、老人保健事業特別会計を平成２２年度で廃止いたしますが、

廃止後の過誤請求等に対応するための予算で、２２万５,０００円の計上であります。 

 ４目国民年金費は、人件費及び事務費として７７０万３,０００円の計上であります。 

 ８５ページの５目介護保険対策費につきましては、社会福祉法人利用者負担軽減対策、認知症

を支える会補助金の計上であります。 

 続いて、８６ページの２項児童福祉費でございます。 

 １目児童福祉総務費のうち、児童福祉総務一般経費におきまして、乳児及び保育所に絵本など

を贈呈する読み聞かせサポート事業を引き続き実施することとしております。 

 ８７ページの児童福祉事業は、町内６カ所の児童クラブの運営委託料及び母親クラブへの助成

金の計上であります。児童クラブにつきましては、開設日数に応じての委託料を計上しておりま

す。また、３クラブには、障害児の受け入れに対する加算を予定しております。母親クラブへの
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助成金につきましては、１クラブの解散により、昨年より減額計上となっております。 

 ８８ページの児童公園等管理経費は、町内１０カ所の児童公園の維持管理経費９６万１,０００円

の計上であります。児童館運営経費は、３２３万４,０００円を計上しております。平日は午後

６時までの居残り保育、三期休業中の保育の実施を予定しております。 

 ８９ページの子育て支援センター経費は、２５９万７,０００円の予算をもって、地域の子育

て支援を実施することとしております。従来の職員２名の体制から、職員１名と臨時職員１名の

体制へ切り替えることとし、賃金１８１万１,０００円を計上しております。職員数の減への対

応であります。 

 ９０ページの子ども手当経費は、子ども手当の給付に要する事務費として３６３万４,０００円

を計上いたしました。３歳未満児への支給額変更に対応するためのシステム改修委託料、

３１５万円の計上が主なものであります。 

 ９１ページの２目児童措置費は、２億１,７８７万６,０００円の計上で、子ども手当の支給に

要する予算であります。３歳未満児には月額２万円、３歳以上、中学校終了前までは、月額１万

３,０００円を支給するものであります。財源は国の定める負担割合により計上しております。 

 ３目保育所費は、町内３カ所の町立保育所の運営費として人件費も含め、１億２,８９９万

６,０００円の計上であります。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 ４目保育所運営費は、私立保育所運営委託料、障害児保育事業、一時保育事業、延長保育促進

事業、地域活動事業、保育の質の向上のための研修事業に対する子育て支援特別対策事業補助金

の計上で、４億６９７万９,０００円の予算となっております。障害児保育事業につきましては、

県補助金は廃止となりましたが、町単独で継続することとしております。 

 続きまして、９８ページから４款衛生費、１項保健衛生費になります。 

 １目保健衛生総務費のうち、保健総務一般経費では、情島島民に対する離島巡回診療を引き続

き実施するとともに、新型インフルエンザへの対応のため、消毒液等を購入する経費を計上いた

しました。 

 ９９ページの母子保健事業であります。妊婦一般健診につきましては、新たに２項目の検査を

追加し、１４回までをすべて無料化することとなっております。また、乳児健診につきましては、

生後１カ月、３カ月、７カ月の健診を行うこととしております。町単独事業として、特定不妊治

療費助成金４５万円を計上いたしました。医療保険が適用されない不妊治療につきましては、国

及び県で１回当たり１５万円の助成を行っておりますが、１回当たり平均３０万円が必要であり、

自己負担が１５万円と高額となることから、少子化の著しい本町といたしましては、その半額を

助成することとしております。 
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 １００ページの精神保健事業は、４０１万９,０００円の計上であります。精神障害者相談支

援事業、精神障害者地域活動支援センター設置等について予算計上するとともに、県の地域自殺

対策緊急強化事業補助金を受けて、研修会、訪問相談等を行う精神保健普及啓発事業を実施する

ものであります。 

 １０２ページの救急医療体制事業は１,２２４万円を計上し、町内の休日医療体制及び柳井広

域圏の救急医療体制の確立を図るものであります。たちばなケアプラザ管理経費は、光熱水費等

ケアプラザの維持管理経費、２７６万７,０００円の計上であります。 

 １０３ページのしまとぴあスカイセンター管理経費は、従来国民健康保険事業特別会計で予算

化しておりましたが、平成２３年度から一般会計において予算化することといたしました。光熱

水費、社会福祉協議会へ委託する管理委託料等を合わせ４６４万７,０００円の計上であります。 

 ２目予防費の健康増進事業は、基本健診、節目検診としての骨粗鬆症、歯周疾患検診及び肝炎

ウイルス検診を実施する経費として３１０万９,０００円の計上であります。 

 １０４ページの検診事業は、がん検診を行う経費で、２,１８０万１,０００円を計上いたしま

した。一定の年齢に達した女性に無料クーポン券と検診手帳を配布し、子宮がん及び乳がん検診

の受診勧奨を行うものであります。また、前立腺がん検診を新たに検査項目に追加し、特定健診

との同時受診により、受診率の向上に努めるものであります。 

 なお、検査項目の追加、データの的確な更新等に対応するため、検診システム改修委託料を計

上しております。予防接種事業は、小児に対する三種混合、日本脳炎等、高齢者に対するインフ

ルエンザに加え、平成２３年度までの措置として、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業とし

て行う子宮頸がん、インフルエンザ菌ｂ型、小児用肺炎球菌ワクチンの接種経費を合わせ

５,１０５万円を計上しておりますが、インフルエンザ菌ｂ型、小児用肺炎球菌ワクチンの接種

につきましては、厚生労働省の指導により、一時的に見合わせているところであります。 

 次に、１０６ページの３目環境衛生総務費のうち、環境衛生総務一般経費では、一般廃棄物処

理計画の見直し年度となっておりますので、その経費を計上するとともに、住宅用太陽光発電シ

ステム設置費補助金を計上しております。国の住宅用太陽光発電システム設置費補助金は、減額

される見込みですが、本町は１キロワット当たり１万円の補助金は維持することとしております。 

 １０７ページの簡易水道対策事業は、柳井地域広域水道企業団への補助金及び出資金として

４,９９４万１,０００円の計上であります。 

 １０８ページの合併浄化槽設置事業は２,３１６万９,０００円を計上し、合併浄化槽設置に対

し補助を行うものであります。従来は国、県、町がそれぞれ３分の１を負担しての補助でありま

したが、県の制度見直しにより、県の補助対象区域がより限定されることとなりました。しかし

ながら、水質保全や快適な生活環境の実現といった観点から、町として国の補助対象区域につい
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ては、従来の補助金額を維持することとしての予算計上であります。 

 ４目火葬場費、斎場建設事業は、大島斎場での葬儀利用の増加や、住民要望等を踏まえ、橘斎

場に葬儀場を建設することとし、その設計調査業務委託料を計上いたしました。また、大島斎場

につきましても、和室のスペース等の関係で、１日に１回しか葬儀ができない状況にありますの

で、１日に２回の葬儀が可能となるよう増改築するための設計業務もあわせて計上しております。

火葬場等管理経費は２,１４１万７,０００円を計上し、町内の斎場の管理運営を行うものであり

ます。久賀火葬場につきましては、近年の利用状況を勘案し、休止することといたしました。 

 １１０ページからは、２項清掃費であります。 

 久賀東庁舎維持管理事業は、環境生活部が執務を行っております久賀東庁舎の維持管理経費

２８５万６,０００円の計上であります。 

 １１２ページの２目じん芥処理費のうち、じん芥処理経費は合併特例債により、大島地区の清

掃車１台更新を含むごみ収集委託等経費８,２９１万５,０００円を計上しております。 

 １１３ページ、じん芥処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として、１億

３,３１１万６,０００円を計上いたしました。施設の長寿命化のための修繕費５,０２１万円、

施設の運転管理を外部に委託する委託料として３,８００万円を計上しております。 

 １１４ページの不燃物処理施設管理経費は、２,８２９万２,０００円を計上し、環境センター

の維持管理を行うものであります。 

 １１６ページの３目し尿処理費、し尿処理経費は、情島、前島、笠佐島のそれぞれ離島におけ

るし尿処理施設維持管理等の経費の計上であります。 

 １１７ページ、し尿処理施設管理経費の９,０１４万１,０００円は、衛生センターの維持管理

経費であります。清掃センターと同様に、施設の運転管理の外部委託により効率的な運用に努め

るものであります。 

 １１８ページからは５款農林水産業費、１項農業費であります。 

 １１９ページの１目農業委員会費、農業委員会一般経費は、農業委員の報酬及び委員会の運営

経費であります。農地法の改正に伴い、農業委員会の役割が高まり、農地の利用状況調査や農家

台帳整理のために賃金を計上しております。 

 １２１ページの３目農業振興費の農業振興対策一般経費は、８３万５,０００円を計上し、

ルーラルフェスタ、農業士、生活改善グループ、農家生活改善士等の活動を引き続き支援するこ

とといたしました。 

 １２２ページの担い手総合支援事業は、８６２万７,０００円の計上であります。担い手支援

センターにつきましては、農地の貸借あっせん、認定農業者の活動支援、帰農・営農塾の開催、

みかんサポーターの募集などさまざまな活動を行っているところであり、引き続き担い手育成総
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合支援協議会への支援を行っていくこととしておりますが、職員数の減への対応として、組織体

制を見直し、町が非常勤嘱託員として雇用していた職員を協議会で雇用することとし、かつ臨時

職員を１名増員する予定で補助金を増額し、また新規就農者育成補助金として、２名分３６０万

円と合わせ８１７万２,０００円を計上しております。特産対策事業では、２,８７０万

６,０００円を計上し、本町の基幹産業である、柑橘栽培を支援することとしております。伐採

対策を行う「かんきつ病害虫特別対策事業」、薬剤の助成を行う「特殊害虫緊急特別対策事業」、

事業名称が変更となりました生産条件整備を行う「やまぐち集落営農生産拡大事業」を引き続き

実施する予定であります。鳥獣被害防止施設等整備事業補助金は、１,０００万円の計上であり

ます。近年拡大傾向にあるイノシシの被害対策として設置する防護さく等について、事業費の半

額を１件当たり５万円を限度に助成するものでありますが、助成対象品目を拡大することといた

しました。 

 １２３ページの中山間地域等直接支払事業は、１,２９６万９,０００円の計上で、３０地区の

集落協定地区を対象にした予算計上であります。 

 １２４ページの農産物等加工施設管理運営経費から農園施設管理経費までは、各農産物加工施

設等の維持管理経費であります。 

 １２７ページの地産地消実践推進事業は、地産地消実践推進プロジェクト委員会へ３０万円を

負担し、直販所の検討を行うものであります。 

 ４目畜産業費は、東部地区家畜診療所への負担金、酪農振興補助金、新規事業として畜舎建設

を支援する資源循環型肉用牛経営育成事業補助金が主なものであります。 

 １２８ページの５目農地費の農地一般管理経費は１,３８５万９,０００円の計上でありますが、

工事請負費を５００万円計上し、住民要望へこたえるとともに、土地改良連合会が行う屋代地区

の危険ため池改修に係る基礎調査の負担金を計上いたしました。 

 １２９ページの排水施設管理事業は、６２８万３,０００円の予算で、農林課所管の町内

１１カ所の排水施設の管理を行うものであります。 

 １３０ページの県営農業基盤整備事業は、県が実施いたします中山間地域総合整備事業等の負

担金で、５,１６２万４,０００円の計上であります。中山間地域総合整備事業は、農業用、用排

水施設及び農道の整備、農道保全対策事業は、大規模農道の補修を行うものであります。戦略作

物生産拡大関連、基盤緊急整備事業は、平成２３年度限りの事業で、農業用、用排水路の整備を

行うものであります。農地・水・環境保全向上対策事業は、１１７万４,０００円の計上であり

ます。農地や農業用水等の資源や農村環境を守り、質を高めるために、地域共同活動を行う４カ

所の地域協議会を支援するものであります。 

 １３１ページの広域農道管理事業３９８万円は、県から財産委譲を受けた広域営農団地農道の
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維持管理経費の計上で、主にはトンネルの維持管理経費であります。 

 １３２ページからの７目農村環境改善センター費は、蒲野、沖浦、油田、白木の各農村環境改

善センターの管理経費で１,４７４万９,０００円の計上であります。 

 １３７ページ、２項林業費１目林業総務費の有害鳥獣捕獲事業におきましては、タヌキ、イノ

シシ等の有害鳥獣を捕獲するための委託料等１,２７３万７,０００円の計上であります。イノシ

シが増加傾向にあることから、イノシシ捕獲に係る委託料を増額計上しております。 

 １３８ページの２目林業振興費、森林整備地域活動支援交付金事業は、森林の持つ多面的機能

を維持することを目的に、森林整備を図るための交付金であります。 

 １３９ページからは、３項水産業費となります。 

 １４０ページの２目水産業振興費、水産振興対策事業は、１,１０８万７,０００円の計上であ

ります。漁業近代化資金利子補給金、合併漁協、漁家経営安定資金利子補給金、内海東部地区水

域、環境保全創造事業負担金を継続計上しております。ニューフィッシャー確保育成推進事業補

助金は、漁業担い手の育成支援を行うもので、４名分２３５万円の計上であります。小規模漁場

整備事業補助金は、平成２１年度にモデル事業として設置した竹魚礁、逆さ竹林魚礁に一定の効

果が検証されましたので、新たに助成しようとするものであります。 

 １４１ページの単県農山漁村整備事業（水産振興）は、１３１万円を計上し、タコ産卵施設整

備を行うものであります。種苗放流育成事業は、７３９万３,０００円の計上でありますが、種

苗放流に係る種苗購入経費を漁協への補助金で対応することとしております。 

 １４２ページの単県農山漁村整備事業（海底清掃）は、隔年で実施しております海底清掃に要

する予算で、４４６万１,０００円の計上であります。 

 １４３ページの環境・生態系保全活動支援事業は、８７万円の計上であります。藻場・干潟等

の保全活動を実施する組織に対し、国・県・町で交付金を交付し、活動を支援するものでありま

す。 

 ３目漁港管理費は、８,５７０万３,０００円を計上し、町内各漁港施設の維持管理を行うもの

で、工事請負費７,５００万円が主なものであります。漁港施設の補修、改修を行うとともに、

再編交付金を活用し、三蒲地区の陸閘を整備するものであります。 

 １４５ページの４目海岸保全事業費は、和田地区、森野地区、白木地区、志佐地区の４地区

５漁港の海岸保全整備事業を実施することとし、人件費も含め２億４,５２７万円の計上であり

ます。 

 １４６ページからは、６款商工費であります。 

 １４７ページの１目商工総務費、商工総務一般経費において、国の景気・雇用対策に対応した

緊急雇用創出事業として賃金２,７８６万円を計上しております。中高齢者等に就業の機会を提
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供するもので、町有施設の草刈りなどを予定しております。委託料のふるさと雇用再生委託料は、

１,１６０万３,０００円を計上し、新たな雇用の創出を目指すものであり、文化交流センター資

料整理等を実施する予定であります。緊急雇用創出事業委託金は、４,１３８万１,０００円の計

上であります。介護分野における人材の育成と、昨年の猛暑により樹勢の弱った樹園地の再生を

委託するものであります。 

 １４８ページの２目商工業振興費、商工振興事業は、周防大島町商工会への商工振興事業補助

金１,０８４万円と、商工業者に対する利子補給等、融資事業に係る予算の計上であります。 

 １４９ページの交通対策事業は、自治会が設置するバス待合所設置に係る補助金３２万円、生

活交通路線維持負担金２,４６６万６,０００円の計上が主なものであります。 

 １５０ページ、廃止バス路線代替運行事業は、奥畑線に係る生活バス路線対策補助金５２０万

１,０００円の計上であります。離島交通対策経費４４８万５,０００円は、笠佐航路の運航経費

であります。 

 １５１ページのウインドパーク管理運営経費は、９５０万円を計上し、ウインドパークの管理

運営を行うものであります。 

 １５２ページの竜崎温泉管理運営経費は、９４４万５,０００円を計上いたしました。源泉水

中ポンプの購入と、その取替工事につきましては、約１１カ月間隔での取りかえを実施しており

ますが、平成２３年度は２回の実施が予定されますので、２回分の備品購入費及び工事請負費を

計上いたしました。また、指定管理回数券利用負担金として、２１６万円の計上であります。な

がうらスポーツ滞在型施設管理運営経費は、指定管理料９４５万円を含め、９５８万５,０００円

の計上であります。 

 １５３ページの中小企業従業員住宅管理経費は、１１１万円の計上であります。 

 ３目観光費のうち、観光一般経費は、委託料において、東和地区の陸奥記念館、陸奥野営場及

びなぎさ水族館の３施設並びに青少年旅行村、サンスポーツランド片添及び片添ケ浜温泉遊湯ラ

ンドの３施設に係る指定管理料を７７８万円計上するとともに、建設後２０年を経過したなぎさ

水族館及び周辺施設の利活用について、調査検討を行う調査費を９８万７,０００円計上してお

ります。負担金補助及び交付金では、周防大島観光協会への補助金を２,０２０万円計上してお

ります。法人化されて３年が経過することから、効果、今後の対応を検証することとしておりま

す。また、観光振興事業補助金として、４８０万円を計上しておりますが、再編交付金により造

成した観光振興事業助成基金を取り崩し、観光協会を通じて実施するイベントへの助成でありま

す。 

 １５５ページの体験交流型観光推進事業は、事業を新設し、８９万４,０００円の予算計上を

行いました。体験型修学旅行の誘致など、体験交流型観光を推進し、交流人口１００万人を目指
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すものであります。平成２３年度は、１７校、約３,２００人の中・高校生及び引率者約

２００名、合せて約３,４００名を受け入れる予定であります。公園等管理経費につきましては、

屋代ダム公園等の管理経費、町が県から指定管理者として指定されております片添ケ浜海浜公園

について、社団法人東和ふるさとセンターへ再委託することとして、その委託料を計上しており

ます。 

 １５７ページのやしろ郷ふれあいの里事業は、フィッシングビレッジやしろ郷及び自光寺ピッ

コロランドにつきましては、引き続き休止することとし、周辺の草刈り業務及び借地料の計上で

あります。星野哲郎記念館管理運営経費は、１,５０１万円の計上となっております。昨年

１１月に亡くなられた名誉町民星野哲郎先生の功績をたたえ、企画展示等の実施により、さらな

る入館者の増に努めるための維持管理経費の計上であります。 

 １５９ページから７款土木費となります。 

 １項土木管理費１目土木総務費の土木総務一般経費では、新規事業として、住宅リフォーム資

金助成事業補助金１,０００万円を計上いたしました。地元施工業者により住宅をリフォームし

た場合、対象経費の１０％を、１０万円を上限として助成することにより、居住環境の向上と地

域経済の活性化に資するものであります。 

 なお、体験交流型観光を推進していることから、体験型修学旅行生を受け入れていただく家庭

がリフォームを行う場合には、工事費に応じ、助成額を上乗せすることとしております。これら

の要綱につきましては、お手元に配布しておりますので、御参照をお願いいたします。 

 続いて、１６１ページの２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費につきましては、町道維

持管理に係る賃金、工事請負費、工事原材料費の計上であります。工事請負費を６,４９０万円

計上し、住民生活に密着した生活道等の整備に当たるものであります。また、街灯の維持管理経

費もあわせて計上しております。 

 １６３ページの２目道路新設改良費の道路新設改良事業におきましては、町道天満東線ほかの

工事請負費等４,９２７万２,０００円の計上であります。県事業負担金（道路等）は、庄南地区

ほかの道路改良に係る負担金として４００万円を計上いたしております。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前10時26分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時41分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  引き続き、説明させていただきます。 
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 １６４ページをお願いいたします。３項河川費では、１目河川管理費、河川施設管理経費に

３２１万５,０００円を計上いたしましたが、水門、陸閘の管理経費が主なものであります。 

 ２目河川建設費の河川整備事業は、自然災害防止事業として実施いたします小積川改修に係る

工事請負費が主なものであります。県事業負担金（河川）では、自然災害防止事業、急傾斜地崩

壊対策事業の県事業負担金として１,７６０万円の計上であります。 

 １６５ページの４項港湾費のうち、１目港湾管理費は、各港湾の樋門、ポンプの管理委託料が

主なもので、９４３万４,０００円の計上であります。 

 １６６ページの２目港湾建設費、港湾に係る県事業負担金は、海岸侵食対策事業、海岸高潮対

策事業等の県事業負担金として１,８００万円の計上であります。 

 次に１６７ページ、６項住宅費であります。 

 １目住宅管理費、公営住宅一般管理経費として２,３６８万３,０００円を計上いたしました。

公営住宅の善良な管理を行うための通年予算でありますが、難視聴地区にある住宅及び共同アン

テナでテレビ受信をしている住宅に係るＣＡＴＶ加入負担金１４１万４,０００円を計上してお

ります。 

 続いて、１６８ページ、８款消防費であります。 

 １項消防費１目常備消防経費は、柳井地区広域消防組合への負担金３億５,５０５万円の計上

であります。対前年６０２万７,０００円の増額となっておりますが、消防無線デジタル化の調

査設計業務の増によるものであります。 

 １６９ページの非常備消防経費では、消防団員に対する報酬及び出務手当、消防団員補償等組

合への負担金の計上に加え、備品購入費として３７８万１,０００円を計上いたしました。各分

団に、中継用布水槽を配備するものであります。 

 １７１ページの３目消防施設費は、地元要望による防火水槽２カ所、消火栓１カ所、老朽化に

伴う消防機庫１カ所の移転新築等の工事請負費２,２１４万円を含め、２,６６０万２,０００円

の計上であります。 

 １７２ページの災害対策費は、３,６４４万２,０００円を計上いたしました。本年度も引き続

き木造住宅の耐震診断、及び耐震診断の結果改修が必要とされた方が改修を実施する場合に、上

限を６０万円としてその経費を助成する補助金を５戸分３００万円計上いたしました。また、再

編交付金を活用し、町内４カ所の避難所に防災倉庫を設置するとともに、災害備蓄品購入に要す

る消耗品費及び備品購入費を計上し、災害に備えることとしております。 

 １７３ページの防災センター運営費は、県からの指定管理を受け２,２９５万８,０００円を計

上し、大島防災センターの管理運営を行うものであります。 

 １７５ページからは９款教育費であります。 
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 １項教育総務費では、１７６ページの教育総務経費におきまして、廃校となりました沖浦中学

校の用地は借地でありますので、解体し返却する方針で、地権者との交渉に要する旅費、用地境

界の確定を行うための測量業務委託料を計上しております。 

 なお、地権者との協議が調いましたら、解体に要する工事請負費を計上したいと考えておりま

す。 

 １７７ページの教職員住宅管理経費には、通常の管理経費に加え工事請負費３８５万９,０００円

を計上し、各住宅にエアコンを設置することといたしました。これに伴い住宅使用料を月当たり

１,０００円増額することとしております。また、難視聴区域にある平野教職員住宅及び情島教

職員住宅につきましては、町においてＣＡＴＶに加入することといたしました。 

 １７８ページの学校教育経費では、３,１０２万４,０００円の予算額でありますが、賃金

５４０万３,０００円を計上し、町内５校において６名の特別支援教育支援員を配置することと

いたしております。また、学校安全体制の指導を行うスクールガードリーダーの設置経費、学力

向上のための集合学習に要する経費を計上しております。 

 １８０ページからは、２項小学校費であります。 

 １目学校管理費の小学校管理事務局経費は、町内１２小学校の光熱水費、電話料等の通信運搬

費、学校警備等の委託料、借地料などの計上でありますが、油田小学校屋内運動場の耐震化事業

費として４,５２７万３,０００円を計上しております。 

 １８１ページの小学校事務局経費は、学校医報酬、各種健診等で７４２万円の計上であります。 

 １８１ページの久賀小学校経費から１８９ページの安下庄小学校経費までは、１２小学校の運

営に係る学校用務員の賃金、軽微な修繕費等の計上でありますが、学校用務員につきましては、

教頭あるいは事務職員の配置がない学校のみで雇用することとしております。 

 １９０ページをお願いします。スクールバス管理運営経費は、４,３６９万３,０００円の計上

であります。スクールバス白木線の運行委託料に加え、椋野小学校の統合により、１路線増のス

クールバス１１台分の運行委託料を計上いたしました。 

 １９１ページの２目教育振興費、小学校教育振興一般経費は、小学校教科書改訂に伴う指導書

の購入経費及び就学援助費の計上であります。久賀小学校教育振興経費から１９７ページの安下

庄小学校教育振興経費は、各小学校の教材備品等購入に係る経費の計上であります。 

 １９８ページをお願いいたします。３項中学校費であります。 

 １目学校管理費中学校管理事務局経費は３,３９７万９,０００円を計上しております。光熱水

費、借地料等が主なものでありますが、東和中学校屋内運動場耐震化のための実施設計業務委託

料として６５０万円を計上しております。 

 １９９ページの中学校事務局経費は、学校医の報酬、各種健診、遠距離通学補助が主なもので
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ありますが、遠距離通学補助はスクールバスの運行により、浮島地区の生徒分のみとなっており

ます。 

 ２００ページの久賀中学校経費から２０２ページの安下庄中学校経費までは、町内５中学校の

管理費の計上であります。 

 ２０３ページの久賀中学校改築事業経費は７,７４２万６,０００円を計上しております。平成

２３年度に普通教室棟を改修し、工事期間中の仮校舎とし、平成２４年度に特別教室棟を解体し、

新校舎を建設した後に、平成２５年度で普通教室棟を解体及び外溝工事を行う計画で、本年度基

本設計及び実施設計を行うとともに、普通教室棟の改修工事請負費を計上しております。 

 ２０４ページの２目教育振興費、中学校教育振興一般経費は、１,０５８万円の計上でありま

す。県体等派遣補助金、中高一貫教育補助金、就学援助費の計上であります。 

 ２０４ページから２０７ページまでは、各中学校の教育振興経費でありますが、新学習指導要

領により、ベースボール型スポーツが必修となり、本町では男女とも行うことができるソフト

ボールを実施することとし、必要な備品を各学校において購入することとしております。 

 また、２０５ページの外国青年英語指導事業において６１０万９,０００円を計上いたしまし

た。平成２３年度からの小学校５・６年生の英語授業必修化に伴い、再編交付金を活用し、平成

２２年度に外国語活動推進事業基金を造成いたしましたが、この基金を取り崩し、財源として、

英語指導助手１名の派遣を受けるとともに、県内在住の英語指導員に指導を委託する経費を計上

しております。 

 ２０８ページからは４項社会教育費であります。 

 １目社会教育総務費、社会教育振興経費では、社会教育課及び各教育支所に臨時職員を配置す

ることとし、その賃金を５３３万８,０００円、スポーツ・文化等の全国大会への参加者を激励

するための報償費５０万円、派遣社会教育主事１名分の負担金、婦人会への活動補助金等を計上

いたしました。 

 ２１０ページの青少年健全育成事業では、成人式の開催経費及び町内小学校の６年生を対象に

大島商船高専の大島丸を借り上げ実施する洋上セミナーの補助金、青少年育成町民会議への活動

補助金を計上いたしました。また、児童クラブのない小学校区４地区において、小学校６年生ま

でを対象に行う放課後子供教室の経費に加え、平成２２年度までは直接国が委託をし、学校の教

育活動を支援する学校支援地域本部が、平成２３年度からは町が予算化することとなりましたの

で、これをあわせて計上しております。 

 ２１１ページのふるさと文化推進事業は、生涯学習発表大会等の開催経費と周防大島文化振興

会への補助金１００万円の計上であります。 

 ２１２ページからの２目公民館費は、久賀、椋野、大島、東和、橘、日良居の各公民館及びか
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んころ楽園の管理運営経費及び人件費として５,９３０万５,０００円を計上し、生涯学習の推進

を図ろうとするものであります。 

 なお、かんころ楽園管理運営経費において、借地契約が満了する土地について、所有者が畑と

して利用するとの申し出があり、契約に基づき、借地部分を畑に掘り起こす工事請負費を計上し

ております。 

 ２１７ページをお願いします。３目図書館費では、職員人件費及び賃金を初めとして、各図書

館の運営経費、図書購入費を合わせ３,１２１万円の計上であります。 

 ２２０ページをお願いします。４目文化財保護費は、重要有形民俗文化財修理事業国庫補助金

を受けて、痛みの激しい久賀の諸職用具の補修保存を行うための委託料９００万円を新規計上い

たしました。平成２４年度までの２年間で実施する予定であります。また、町内の史跡案内板を

改修する工事請負費を計上いたしました。説明板、標柱、誘導看板等の新設、改修を行うもので

あります。 

 ２２１ページからは５目社会教育施設費であります。大島文化センターを初めとする町内の各

種社会教育施設の管理運営経費として７,３１８万９,０００円の計上であります。 

 このうち、２２５ページの文化交流センター管理運営経費では、従来の学芸員を１名から２名

へ増員し、委託料から非常勤嘱託員の報酬へと予算の組み替えを行っております。職員数の減へ

の対応であります。 

 また、２２７ページの歴史民俗資料館管理運営経費では、平成２２年度の光をそそぐ交付金を

ふるさと創生基金に積み立て、大島歴史民俗資料館の資料整理を椋野小学校で行うこととしてお

りましたので、ふるさと創生基金を取り崩し、賃金等、所要の経費を計上いたしました。 

 ２２８ページからは５項保健体育費であります。 

 １目保健体育総務費、保健体育一般経費では、各地区で行うスポーツ行事に係る経費として、

大島郡体育協会への補助金６０２万８,０００円を計上しておりますが、賑わいの創出に向け、

スポーツ合宿の誘致を積極的に推進する経費を含めております。また、大島一周駅伝ほかのイベ

ントを支援する観光振興事業補助金５７４万１,０００円を観光振興事業助成基金を取り崩し、

計上いたしました。 

 ２２９ページの国体経費は、９,３４９万８,０００円を計上いたしました。本年開催される

「おいでませ山口国体」では、本町は陸上競技場を会場としてアーチェリー競技を、またデモン

ストレーション競技として、ハング・パラグライディング競技を橘ウインドパークにおいて開催

する予定となっております。大会開催経費に加え、大会を盛り上げるための啓発用品、迎賓性を

高めるための花いっぱい運動に要する経費、聖火リレーに該当する炬火イベント等の計上で、国

体実行委員会へ補助金として支出するものであります。また、陸上競技場の補修工事及び公式練
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習場となる東和町民グラウンドのネット改修に係る工事請負費を計上しております。 

 ２３０ページからの２目体育施設管理費、町民グラウンド管理運営経費は、各グラウンドの管

理経費に加え、安下庄小学校の夜間照明設備設置に要する設計委託料及び工事請負費の計上によ

り３,７３７万４,０００円の予算となっております。 

 ２３１ページの健康管理センター管理運営経費は、備品購入費６７万５,０００円を計上し、

卓球台の更新を行うものであります。海洋センター管理運営経費におきましては、平成２２年度

に引き続き、インストラクター養成研修参加経費を計上しております。備品購入費は、指導員が

着用するウェットスーツの購入費の計上であります。また、従来は町の事業として実施してきた

親子３Ｓキャンプにつきましては、実行委員会へ助成し実施することといたしました。 

 ２３３ページからの総合体育館管理運営経費、陸上競技場管理運営経費、日良居体育館管理運

営経費は、各施設の維持管理経費の計上であります。 

 ２３５ページ、３目学校給食費は、町内４カ所の学校給食センター並びに浮島及び情島の給食

調理場の管理運営経費を合わせて１億２,５６４万２,０００円の計上であります。４地区の学校

給食センターにつきましては、すべて外部委託による調理、配送業務を行うこととなりました。 

 ２４１ページをお願いいたします。 

 １０款災害復旧費は、２万円の計上であります。 

 １１款公債費では、町債の償還元金２０億４,８４０万５,０００円及び利息４億１,１１９万

７,０００円に一時借入金利息として５００万円を見込み、合わせて２４億６,４６０万

２,０００円の計上であります。対前年１億３,６１４万円、５.２％の減となっております。 

 ２４２ページの１２款諸支出金１項繰出金１目繰出金では、説明欄にありますとおり、国民健

康保険事業特別会計から公営企業局企業会計まで、各特別会計への繰出金として２５億８,７７２万

９,０００円を計上しております。大島病院新築移転事業のほぼ完了に伴い７億１,１６５万

９,０００円の減額計上であります。 

 ２４３ページの予備費では、３,０００万円を計上しております。 

 ２４５ページからは、給与費明細書であります。 

 ２５３ページは地方債に関する調書、２５４ページは債務負担行為に関する調書となっており

ます。 

 以上で議案第１号、平成２３年度周防大島町一般会計予算について補足説明を終わります。何

とぞ慎重なる審議の上、御議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

 質疑につきましては、歳入と歳出を分けて、それぞれ一括質疑で行います。 

 なお、質疑につきましては、ページの指示をお願いをいたします。 
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 歳入について質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まず、ページ数は５ページであります。町税、個人町民税の普通

徴収、給与特別徴収、年金徴収、それぞれ人数と実際的な所得割のかからない均等割だけの世帯

の状況の報告を求めます。それぞれ人口減に伴い減となっていると思いますが、人数を求めたい

というふうに思います。 

 また、固定資産税についても、土地家屋、いわゆる償却という格好で、現年分について報告を

求めたいというふうに思います。 

 次に、地方交付税について聞きます。地方交付税特交分が、先ほど補足説明を聞いておると、

変更があるという報告でした。実際的に地方交付税は９ページになります。今回９４％から

９５％で、実際的には７５億８,０００万円ということになっております。これが基準財政需要

額及び収入額等、毎年聞いておりますが、答弁を求めたいというふうに思います。 

 次に、９ページですが、公立保育所負担金及び私立保育所負担金については、今年度も基準額

の７０％で算定しておるのか、大体何％に当たるのか、報告を求めたいというふうに思います。 

 次に商工使用料、１１ページですが、星野哲郎記念館入館料についてでありますが、これも前

年度対比でどういう状況か、報告を求めたいというふうに思います。 

 １４ページ、これは国庫支出金であらわれておりますが、これは県支出金とも関係ありますが、

民生費国庫負担金の状況で、子ども手当国庫負担金であります。昨日の補正でも求めたんですけ

ど、昨年予算立てするときには非常に困難だったということであります。それで、実際的に今年

度、国と県とでそれぞれ組まれているというふうに思いますが、ゼロ歳以上３歳未満の子供及び

３歳以上小学校修了前及び被用者小学校修了前、小学校修了後中学校修了前、それぞれ何人を見

込んでおるのかという点で質疑をしておきたいというふうに思います。 

 それと、県支出金であらわれてくる部分で、ちょっとページ数がわかりにくいんですが、多分

入っているだろうと思う国体経費の部分で、実際的に全事業費の何％を県は国体関連で見ようと

するのかという点の報告を求めておきたいというふうに思います。 

 県支出金の放課後子供プラン推進事業補助金、国庫補助分ということでありますが、実際的に

は私が所管する部分であるかと思いますが、その要項等について特段の記載があれば報告を求め

たいというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（荒川 政義君）  吉岡税務課長。 

○税務課長（吉岡 信二君）  ５ページの町税でございます。 

 個人につきましては、普通徴収が２,７５０名、そのうち均等割のみが１,１００人、給与特別

徴収２,９００人のうち均等割のみが１５０人、年金特別徴収２,０００人、うち２８０人が均等
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割のみです。分離退職５０名、均等割のみはございません。固定資産税でございますけど、現年

課税分につきましては、土地は１万６０４人、家屋が１万４５５人、償却資産が１８８人でござ

います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  次に、歳入の９ページの交付税の関係の御質問でございますけど、

まず普通交付税につきましては、７５億８,０００万円を計上させていただいております。これ

の基準財政需要額ですけども、約９０億１,０００万円程度と見込んでおります。それから、基

準財政収入額が１４億３,０００万円程度、ですからこれを差し引きまして７５億８,０００万円

という計上になっております。特定目的分ということでありますけれども、公営企業局分、これ

を約５億４,８００万円程度と見込んでおります。それから、起債償還、公債費として措置され

る部分が１５億６,５００万円程度と見込んでおります。 

 こういったことで計上しておりますけども、補足説明でもありましたように特別交付税の部分

でございますけども、従来普通交付税が９４％、特別交付税が６％という交付税総額をそういう

率で配分がされておりました。それが平成２３年度につきましては、普通交付税が９５％、それ

から特別交付税は５％という率での交付になるということで、そういったことを踏まえまして特

別交付税が昨年が６億７,０００万円であったものを当初２３年度につきましては５億３,０００万

円ということで見込んでおるということでございます。なおかつ、普通交付税につきましては、

先ほどもありましたように国勢調査の速報値が出ましたので、これが適用されますので、そこあ

たりの人口減等々も踏まえた試算の結果での７５億８,０００万円の計上ということでございま

す。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  まず、保育料の件でございますが、２３年度の試算につきまし

ては４０％減で、一応当初予算計上をいたしております。 

 それから、子ども手当の人数でございますが、ゼロ歳から３歳未満児が２０２人、これが被用

者と非被用者に分かれますが、被用者のほうが１１１人、それから非被用者のほうが９１人。

３歳以上小学校修了前までが７６９人、うち被用者のほうが２０６人、それから小学校修了後中

学校修了前までが３３５人、全部合わせまして１,３０６人で予定しております。２２年度につ

きましては１,６１０人で予定しておりました。きのう申し上げたんですが、多少２２年度の実

績見込みを考慮して落としております。 

 それから、児童クラブの関係でございますが、今現在、補助基準の単価につきましては、

２２年度分しかわかっておりません。したがいまして、２２年度分の補助単価で予算計上してお
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りますので、変わった点というのはございません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  嶋元産業建設部長。 

○産業建設部長（嶋元 則昭君）  それでは、星野記念館の入館者数についてお答えいたします。

２万１,１００人を見込んでおります。前年度対比８２％となっております。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  国体関係でございます。基本的に補助率は３分の２でございますが、

所要経費と交付対象経費という交付対象になっているものに対して３分の２ということで、当

２３年度予算におきましては所要経費７,８３０万円ばかりの予算を計上しておりますが、その

うちの交付対象額が６,９７３万円程度でございます。それに対する３分の２ということで御理

解いただいたらと思います。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  今国体経費について報告があったんですが、実際的にはそうする

と、全体事業費の５０％ぐらいに落ちるというふうに見て間違いないかと思いますが、大体その

ぐらいになりますか。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  今計算機持ち合わせておりませんが、交付額が４,６４８万円、所

要経費が７,８３０万円ですから、５０％以上はなってると思います。いわゆる７,８３０万円分

の４,６４８万円でございます。総事業費が７,８３０万円です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  続きまして、歳出の質疑を行います。 

 歳出は全款一括で行います。歳出について質疑はございませんか。小田議員。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  １０８ページ、衛生費の合併浄化槽設置事業２,３１５万

２,０００円の件ですが、２３年度から県が負担をしないということで、ふえているという説明

でありました。県が負担をしないということで、昨年だったと思いますが、各市町村に説明に回

ったと聞いております。その中で、県は町が事業主体になってやった場合の話もしておると聞い

ておりますが、町が事業主体でやった場合での試算を当然町としてはしてるんじゃないかと思い

ます。その試算をした部分をまずお示しいただきたいのが一つと、今回の２,３１５万２,０００円

は何件分を計画してるのかということをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  合併浄化槽の県補助金、国の補助金についてもそうなんですが、
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今年度は計画で６０基分計上してます。そのうち県のほうから申し出がありまして、地域の縮小

がありまして、今下水道を近々に計画する地域については県費の補助がないと、その負担３分の

１を町が負担して、全体として町の負担は３分の２になる地域が一部あるということです。一般

住宅への補助金については、基本額はあくまでも１２人槽以下については前年度と変わってない

ということです。 

○議員（１９番  小田 貞利君）  事業主体については。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  合併浄化槽の１２人槽以下については、あくまでも個人が事業

主体で行うということです。補助金については、言うなら町が事業主体で補助金を出すというこ

とです。（「町が事業主体になる場合の試算は当然しとるんじゃない」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前11時16分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時17分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。岡本上下水道課長。 

○上下水道課長（岡本 洋治君）  小田議員さんの御質問でございますが、町が事業主体でやれと

いうことについては、そういう説明はございませんでした。ただ、県のほうは補助金をなくしま

すということで。だから、従来の県の３分の１の補助がなくなりますよという当初の話でござい

ます。国の３分の１については従来どおり補助しますと、町としては３分の２をもってやるかと

いう話でございます。今補助要綱が見直されまして、県も一応２３、２４年度の暫定的なもので

ございますけれども、地域はちょっと限定いたしますけれども、その中で県のほうは従来どおり

３分の１は出しましょうということでこの間の説明がありました。 

 ただ、地域の限定ということは、今中山間地域に限りますよということが一つと。それからも

う一つは、いわゆる面的整備がもう近々行われるようなところについては、対象から外してくだ

さいというお話でございました。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  歳出のほうで聞きます。実際的に新年度の特徴は、ケーブルテレ

ビの事業促進が大きな比重を占めるのが一つであろうかと思います。ほんで今年度行おうとする

事業内容、それとケーブルテレビにかかわる庁舎、いわゆる町が財産としておる部分で加入すべ

き件数、これは何件という格好で求めたいというふうに思います。 

 それとあわせて、当初予算で利用料を組んでいる部分と利用料を組んでない場合があろうとい
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うふうに見えますので、その部分の説明を求めたいというふうに思います。 

 ２点目が、今年度教育委員会関係では、椋野が新たにスクールバス運用ということになります。

もう一つは大島中学校の給食センターの委託ということがありますが、教育委員会所管のそれぞ

れ予算が組まれております。例えば大島学校給食センター、これは２３、２４、２５年度で

３,６２８万８,０００円の債務負担が組まれておりますし、東和中学校についても同じように

３,２１３万円、橘２,８６６万５,０００円、そしてスクールバス椋野久賀線として４２０万円、

これは２３年度であります。 

 それと、教育委員会が所管になるか商工観光が所管になるかわかりませんが、スクールバス白

木線運行業務委託事業、これが２３年度として──２２、２３年で今年度分として１,５００万

円組んでおります。それらについて、金額根拠について、まず報告を求めたいというふうに思い

ます。 

 それとあわせて、実際的な部分として、今同僚議員が説明を求めた部分で、非常にわかりにく

い部分が、県は一応合併処理浄化槽について、あくまでやめる方向で議論を進めてきたと。一応

一定部分持つと、いわゆる地域を限定した上で負担するよというのが県の方針だろうというふう

に思いますが、その部分で実際的にそれじゃ何を基準に限定していくのかという限定の範囲が議

員からしたら非常にわかりにくいというのがあるんです、私はその要綱も何も見てないですから。

例えば限定について、それぞれ理由があると思うんで、限定理由を求めたいと──限定の範囲に

ついて、県の説明を求めたいというふうに思います。 

 まず、その部分と次にいわゆる県との関係でいえば、一つは福祉事務所を県がとりやめといい

ますか、町が手を上げたといいますか、新たに２３年度中に計画している部分、福祉事務所に対

応する新たな立ち上げのための準備資金、この基本的考え方について聞いておきたいというふう

に思います。 

 やっぱりこれも、先ほど入りでも聞いたんですが、大体こういう事業を行う場合、今年度事業

については、全額補助しようとするものか、それとも町が手を上げたんだから半額でやってくだ

さいという予算しか出ないのか。特交等で将来的には出るのかどうかを含めて、事業内容とを含

めて答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 以上、その点について、まず答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今２点ほど御質問があったと思うんですが、一つの合併処理浄化槽の問

題につきましては、県のほうは方針として合併処理浄化槽の国、県、市、町で補助しておったわ

けですが、その部分の県の部分につきましては、もう既に補助の目的は達したというふうな意味

合いで打ち切るというのが確かに御説明ありました。それでから、各市町とも非常に大きな反発
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がありまして、私も知事への直接要望という機会もありましたので、そのときも知事に要望を申

し上げました。その後に知事のほうから、当面中山間地については、まだまだ合併処理浄化槽の

必要性が高いということから、その補助は打ち切らないということがありました。しかしながら、

全地域ではなくて、中山間地域に限定してということでございまして、そしたら県下全部あるん

だそうです。それがないのは和木町だけだったということだったんですが、後は全部一応中山間

地は残るということでございます。細かいことはまたほかにも、今現在下水道事業が進捗しちょ

る中で、どの部分については打ち切りますという部分があるんですが、この周防大島町の場合は

大方のところは今までどおり補助はあるということだと思っております。 

 もう１点の福祉事務所の設置の件でございますが、福祉事務所の設置をするときのハード面等

に係る費用の部分と、実際今度福祉事務所が設置された後に事業の中に係る費用の部分と２つあ

ると思うんですが。当然県のほうでも大きな支援をいただくということは要望いたしております。

そして、ハードの部分の中で、例えば事務所が広がるからどうだとか、また車が要るからどうだ

とかというふうな部分と、もう一つは実際の福祉事務所でやる事務事業の中で必要な経費が、例

えば生活保護費の問題ですが、当然出てくるわけですが、そことは切り離して考えんにゃいけん

と思うんですが、生活保護費のほうの実際の実務の中の費用については、今のところ特別交付税

で措置をされるということになっております。後の例えば庁舎を直すとか、車を買うとか、また

は電算処理を直すとか、その部分については、今言われるような全部県が持つということではご

ざいません。細かいことはまた担当のほうからお話すると思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  最初にＣＡＴＶの加入等、加入負担金と利用料の御質問があったか

と思いますけども、先ほど補足説明でもありましたけども、利用料で９６万５,０００円、それ

から加入負担金で５０１万６,０００円の予算計上しております。 

 まず、加入負担金の考え方ですけれども、これにつきましては町有施設につきまして、例えば

この庁舎とか、学校あるいはいろんなケアプラザとかしまとぴあスカイセンターとか、そういっ

たいろんな施設あるいは火葬場、斎場ですね。そういったところが加入する。それから後は指定

管理施設ですね、例えば長浦とか、そういった施設もあわせて加入しましょうということで、そ

ういった施設に加入負担金として計上しております。それが全部で１３２施設になろうかと思い

ます。 

 それから、使用料につきましては９６万５,０００円ですけれども、これについて約４８施設

になろうかと思います。ここの利用料を予算計上する、しないの考え方なんですけども、まずは

当然庁舎とか、これは毎日ここにおりますし、そういった住民の皆さんが見られると思いますか

ら利用料が発生すると。指定管理施設については、指定管理者のほう、指定管理料を受けている
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方が利用料は支払うと。後先ほどちょっと補足説明ありましたが、教職員住宅あるいは町営住宅、

これについても難視聴区域については、加入は町がしますよと。利用料については個人で払って

くださいということでございます。 

 ですから、通常の町営住宅等については、加入する、しないは個人の判断ですから、それにつ

いては町としては、加入負担金なり利用料の予算計上はしてない。難視聴区域のみの予算計上と

いうことです。 

 それから後もう１点は、例えば集会施設、コミュニティセンターとか、そういった昨日も言い

ました指定管理に出してる集会施設なんですが、これは常時テレビを見るというようなことがな

いので、それについては利用料は発生しないと。今年度の加入負担金のみですよということでの

予算計上になっているということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  教育委員会管轄の関係で質問いただいております。その中でまず一

つ、給食センターの関係でございます。これにつきましては２３年度以降は、３つの給食セン

ターが業務委託ということで、また新たにスタートするところ、あるいは初めて取り組むところ

というところがございます。 

 大島学校給食センター、ここにつきましては予算書に記載しておるとおり業務委託関係が、

１.０３９万５,０００円ございます。 

 それから、東和給食センターが１,０５２万２,１３４円、橘給食センターが９３６万

７,５７５円となっております。これは基本的に、単年度でございますので、これ掛ける３年と

いうことで御理解いただいたらと思います。多少端数の関係がございますので、しっかりとした

３倍ではないということで御理解いただいたらと思います。 

 次に、スクールバスの関係で御質問ございました。まず椋野のスクールバスということでござ

いますが、これにつきましては先般、債務負担行為で４２０万円ほど債務負担を組んでいただき

まして、先日入札を行いました。その結果、３２６万５,５００円で落札ということで、債務負

担の４２０万円の差し引きの約９４万円ばかりがいわゆる不用額といったらおかしいですけども

余ったということでございます。 

 それから、２３年度のスクールバス運行は、この４２０万円を含めまして４,１０２万

８,０００円ほど予算上では計上させていただいております。これにつきましては、今運行して

おります車がこの椋野線を入れまして１０台になりますが、さらに大島三蒲線が１台ふえるかも

しれない。生徒の数によってふえるかもわからないということで、その部分も予備車という格好

で含めまして、１１台の運行の４,１００万円を計上しているところでございます。実質は今現

在はその部分がまだ不用でございますので３,６００万円ぐらいで納まっておるということでご
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ざいます。 

 それから、もう１点。白木線の話もございました。ここの部分についても、教育委員会のこの

４,１００万円の中に含まれております。１,３５４万５,０００円ほど入っております。 

 なお、これのいわゆる根拠という御質問がございました。私どもこの入札するに当たって、い

わゆるそのバスを運行する１時間当たりが１,２５０円という計算根拠になっておりますが、そ

の運行するに当たって何時間束縛するかということで、いわゆる人件費を計算しております。あ

わせて、それプラス燃料費あるいは消耗品等々あるいはちょっとした修繕費といったものについ

ては幾らか上積みをしておるといった形で仕様書を作成しまして、それで入札をかけておると。

ですが、その後の運行等につきましては、入札した業者さんが運行する中で運用されておるとい

うことで御理解いただいたらと思います。 

 以上で、教育委員会関係の御質問についての答弁といたします。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  先に答弁。（「答弁もれがあったかね。浄化槽」と呼ぶ者あり）

福祉、いや福祉。（「福祉のほう」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  町長の答弁じゃいけん。田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  福祉事務所のほうは準備経費の補助関係について御説明申し上

げます。 

 歳入につきましては、１５ページにセーフティネット支援対策等事業費補助金、これは国の事

業で２分の１あります。県からの金銭的な直接補助というのはございません。これ２分の１です

けど、これ何で歳出がちょうど倍ではないのかと申しますと、児童扶養手当システムというのを、

児童扶養手当につきましてはもう町で福祉事務所を設置すればやらないといけないということに

なっておりますので、これは約４００万円ぐらいかかります。これは単独になります。 

 それから、事務所を設置するときに、今現在ケアプラザに包括支援センターというのがありま

すが、それを今の予定では橘支所の１階のほうへ移転して、そのあいたところに福祉事務所の相

談室をつくろうという計画でおります。その移転費とかいうのはまた出ませんので、こういうも

んがやっぱり単独でどうしても要るようになります。それで歳出のほうが倍になってないという

ことです。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  先ほど今年度新たに発起される庁舎内等については答弁がありま

した。全体事業の関係で再質問したいというふうに思います。と言いますのが、これはページ数

は言いませんが、皆さん方の当初予算の概要を見てもらったらわかりよいと思うんですが、今年
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度、昨年度補正で一たん補正計上して、昨日の補正で全額近い計上になって。いわゆる１月末で

打ち切った関係です。これが実際今年度に繰り越されて事業実施という計らいになろうというふ

うに思います。 

 それで、今年度いわゆる加入促進事業といいますか難視聴世帯、ほいで難視聴地帯以外の加入、

世帯数、この予算上の見込み額、それとあわせてケーブルテレビを開始時点で町のカメラも予算

計上しました。そして映像のための準備、これも発生します。それらの内容について、あわせて

回答を求めたい。これがかなりの、全体で６億６,０００万円ぐらいでしたかね。その内容の範

疇に入ると思いますので、それぞれ答弁を求めていきたいというふうに思います。これが再質問

の１点目。 

 再質問の２点目。先ほど教育次長のほうから、いわゆる概算的な答弁がありました。ほいで予

定額をつくるときに予定額の中には法定分、いわゆる委託等が出て、委託に対して何％かは別に

いわゆる入札ですから差が出ます。しかし、予定額をつくるときに少なくとも法定分といいます

か、例えば事業所で発生するであろう福祉等の経費、これは予定額の中に入っているのかどうな

のか。これが１点です。 

 それともう１点は、勤務時間をどう見るのかということであります、予定額をつくるときにで

すね。御承知のようにスクールバス等の運営については、１日当たりはかなり長いです。これを

全体として拘束時間というふうに見ます。そして休息時間があります。いわゆる待合時間という

部分です。待合時間の部分をどう勤務時間にはじいていくのかと。このことによって、予定価格

をつくるときに変動が生じる。これで一般的な乗務にかかわる、いわゆる予算の組み方であろう

というふうに思います。 

 いわゆる勤務時間部分を２点目としてどう組んだのかという点であります。例えば長待ちがあ

ります。そして始業点検時間があります。そして長待ち時間の間のどの部分をいわゆる勤務時間

形態としてはじいて組んだのかという部分であります。 

 そして、消耗品費も例えばあるでしょうし、車検等も発生すると。それら全体を網羅して予算

計上したのかどうなのか。その辺を含めて答弁を求めたいというふうに思います。教育委員会

２点、それと政策企画のほう答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  私のほうからはＣＡＴＶの件につきまして、まずＣＡＴＶ加入促進

事業補助金４,６９０万円の内訳だろうと思います。今回難視聴地域・民法難視・一般というこ

とで、それぞれ積算しております。難視聴地域につきましてはもともと７００世帯ということで

ございましたが、今年度もう既に３００世帯入りましたので、残り４００戸ということで、難視

聴地域が２,０００円の４００戸の８０万円、民法難視地域が補助が３万円の７０戸で２１０万
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円、一般世帯が２万円の２,２００戸でございますんで、４,４００万円、合わせて４,６９０万

円ということで加入促進事業補助金を組んでおります。 

 それと、通常番組の件でございます。これは９月から開始予定しておりますが、ちょっと概要

申し上げますと、通常番組を年１５回、特別番組を年２回、記録番組を年２回ということで、

９月からでございますので、それぞれそちらにありますような経費を組んでおるわけでございま

す。約３３０万円になろうかと思います。先ほどのカメラにつきましては、ＣＡＴＶには直接的

な関係はございません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  スクールバスの運行につきまして２点ほど質問ございました。 

 まず１点目の福祉関係について、いわゆる仕様書に含まれているかどうかということにつきま

しては、後ほど確認して答弁させていただきます。 

 それから、もう１点の勤務時間の関係でございますが、この部分についてはいわゆる拘束時間

あるいは待合時間という例を挙げて質問ございました。これにつきまして、例えば朝のバスが

７時半から始発ですよといった場合には、７時ぐらいからのいわゆる始業時間、それから終わっ

た後の終業点検時間、これは拘束時間の中に含まれております。 

 それから、基本的にスクールバスであれば、朝１便、午後３便とか、きのうも話ございました

が、そういった形でございますので、朝の１便は一応その１便の中で始業点検と終業の関係も拘

束の中に入っておると。 

 それから、昼を過ぎて例えば２時過ぎぐらいから午後の便が運行するということになりますと、

それの準備の関係と最終的に終わる午後の６時とかいうような形が拘束時間というふうに算定し

ております。 

 次に、そのほかの経費の関係でございますが、消耗品等については当然含まれております、委

託の中に。それから車検については町のほうで予算化しておりますので、委託された業者さんに

車検を受けというようなことはしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  ３回目になるかと思いますが、再質問の中でやっておきたいのが、

いわゆる町が雇用する嘱託職員、そしてまた委託が発生するいわゆる契約による部分、これは全

体としては委託料や賃金としてはじかれているというふうに思います。 

 それらが、いわゆる０６年以降安上がりいう言い方で雇用保険をきちっと掛ける部分が賃金等

に含まれているのかどうなのかという点であります。事前に調査等を求めておりますが、やっぱ
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り実績等を含めて、新年度予算の中でどうなのかというふうに考えます。それが新年度予算の中

で、きちっと皆さん方が支払う賃金の中、そしてまた委託の中、委託の中でも指定管理等があり

ますから、きちっと法定分支払うということになると思いますが、賃金を支払うときに、そうい

う部分を計上して賃金を組んでおるのかどうなのか。その分の答弁を求めたいというふうに思い

ます。 

○議長（荒川 政義君）  西本総務課長。 

○総務課長（西本 芳隆君）  雇用保険についてのお尋ねなんですけども、雇用保険関係は総務の

ほうで一括して３７ページのほうの社会保険料の中に組んでおります。雇用保険につきましては、

基本的には週２０時間を超え、３１日以上雇用という形になりますと、嘱託職員という形で報酬

で払う職員、それから臨時職員という形で賃金で払う職員、これに該当する職員は一応この経費

の中から払っております。もちろん個人の負担もとるということを条件として説明して、おたく

の報酬の中から一応雇用保険を引かさせていただきますよという部分で、私たちも使用者部分に

ついてはこちらで組んでいるという形です。 

 なお、委託料につきましては、直接はうちのほうが支払うという場面はないんですけども、そ

の中に含んでおりますし、先ほど教育委員会の質問にもありましたが、そういうふうに含んでい

ると考えておりますし、委託の条件としては法規を遵守するというのを一応仕様の中にうたって

おります。そういうことで遵守していただかなければならないと思ってますが、それはやってな

いということになれば、委託業者の怠慢という形になるんじゃないかと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  嶋元産業建設部長。 

○産業建設部長（嶋元 則昭君）  それでは雇用保険についての質問にお答えします。新年度から

の体験交流班というその外郭団体の中での３名ほど職員がおります。その部分は皆雇用保険に入

っております。 

 それと、指定管理についてお答えいたします。陸奥野営場の従業員数ですか、それが２名で、

２名が雇用保険に加入しております。そして入ってないのは勤務形態が被保険者の適合要件を満

たしてないためということで、以下全部そういう形になりますので。サン・スポーツランド片添

が社団法人東和ふるさとセンターで従業員が１１名、加入している職員が６名、そして総合交流

ターミナルが有限会社サザンセトとうわが２２名、そして雇用保険が１８名加入、竜崎温泉「潮

風の湯」、株式会社松風会従業員数２０名で、うち雇用保険加入者が８名、長浦スポーツ滞在型

施設等、瀬戸内海リゾート株式会社ですが、従業員２２名で１７名が雇用保険に加入しておりま

す。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 
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○教育次長（村田 雅典君）  スクールバスの関係の雇用保険の状況でございます。２３年度から

は、いわゆる５社ほどの委託先という格好になるわけでございますが、運転手の人数が予定され

ておりますのが２８名、そのうち雇用保険に加入するというのが１７名、未加入が１１名、雇用

保険の正社員は当然加入でございますが、臨時の方については未加入という報告を受けておりま

す。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに。平川議員。 

○議員（１４番 平川 敏郎君）  １４番、平川です。９９ページの４款衛生費の中の１３委託料

でございます。この中に離島巡回診療というんで１３０万円上がっております。昨年だったと思

うんですが、町長と意見交換会ということで、前島への離島に同行させていただきました。その

住民の方の意見交換会の中で、要望でドクターを巡回してできないものかということで、町長に

御提案がありましたけど、町長はその場でそりゃ無理ですよと、私もやることはできてもそれは

ちょっと無理だということでおっしゃったと思います。 

 この金額を見ますと、離島が笠佐、前島、浮島、情島と４島あるのに、この診療ということで

上がっておりますが、これは一般健診あるいは保健婦さんの健診ということで上がっておるのか、

あれでも診療ということでございますんで、どっかの離島へということで今回考えられたのかど

うか、その辺ちょっと１点ほどお聞きします。 

○議長（荒川 政義君）  田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  この１３０万円につきましては、情島１島だけです。なぜかと

申しますと、情島には診療所がございますので、それで離島巡回診療というのが可能ということ

になっております。１回５万円で２６回分を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。尾元議員。 

○議員（１０番 尾元  武君）  ３点ほどお尋ねいたします。 

 まず第１点が１７２ページ、災害対策費の件であります。防災倉庫設置４カ所ということでお

聞きしてるわけですが、これに倉庫を設置するに当たっての設置費、そういったことを含めての

ことかどうかということの確認であります。 

 それと、もう１点が、今度は２２０、２２１ページになりますが、これは文化財の保護事業関

係ですね。その中の１点が史跡の案内板の整備事業関係、この場所、何カ所設置するか、その位

置、どこを予定していらっしゃるかということであります。かつ大島の民俗資料館のほうの整備

ということで、いよいよ予算付けの方向にあるわけですが、特に塩田関係の資料がそちらのほう

にはしっかりしているものがあるということで、それを整備するに当たって、どちらのほうに整

備されたものを保存していく御予定かということであります。 
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 かつ、ほかの資料館等どうしても膨大なものになりますと、整備となると、そこの品物を入れ

るのに、よその資料等々もいろいろ整備していかなくちゃいけないという現象も起きてくるんで

はないかなと思うんですが。私が一つ気にしているのは、周防大島町として全体を考えて、今の

東和の道の駅の裏の大きな収納のありますですね。あちらの中を私も拝見したことはないんです

が、整備に当たって、いろんなところを一応、場所の確保として一応確認する中に事業費が組ま

れた状況なのか。特にその地が私としては、一番収納──場所として、スペースがあるんではな

いかなという大きな大きさだと思うんで。 

 かつ、そういったところにおいてしまうより、しっかりと展示してみていただける形のほうが

よりベターではないかなという感を持っておりまして、その辺で場所的なことをちょっとお尋ね

するところであります。 

 もう１点が、斎場であります。斎場の１０８ページですね。斎場の建設事業に当たりまして、

これの大島斎場の増築の点であります。和室の改築という形で事業費伺っておりますが、それに

至るまで別棟を設けての設置という話があったか。かつそういったあるかないかに係るわけです

が、別棟を隣接して設けるという話かつ高齢者とか、また斎場の中の一日に２回展開するとかい

う形になったときに、また混雑等を配慮し、かつ高齢者に対しての対応ということも考え、町な

かのほうにそういった別棟を設けたらどうか、そういったところも私自身思うわけですが、そう

いった意見があったかどうか、その旨ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  防災倉庫の件ですが、これは設置込みの金額でございます。 

○議員（１０番 尾元  武君）  込みの。 

○総務部長（中野 守雄君）  はい。 

○議長（荒川 政義君）  村田教育次長。 

○教育次長（村田 雅典君）  教育委員会関係で御質問ございました。２２０ページに工事請負費

１０１万３,０００円ほど組んでおります。これはどこの史跡の場所かという御質問でございま

す。この予算化しておりますのは久賀地内。 

○議員（１０番 尾元  武君）  久賀地…… 

○教育次長（村田 雅典君）  久賀地内です。箇所数はちょっと覚えておりませんけども、今ある

ものが相当傷んでおるということもありますので、それを修理するのも含めて、約１０１万円ほ

ど計上しております。 

 それから、もう１点、大島歴史民族資料館の塩田関係の資料云々という御質問がございました。

これにつきましては予算書でいきますと２２７ページの中段以降に歴史民俗資料館の管理運営経

費ということで賃金６６５万２,０００円ほど組んでございますが、ここである程度のいわゆる
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ものを修理なり、整備をして、当面はこの３月に閉校となります椋野小学校に移動させようと。

あそこは建物そのものがしっかりしておりますし、空調関係もしっかりしておりますので、今あ

ります瀬戸のものでいきますと、相当かびにまみれておるというようなことでございますので、

かびを除去してある程度きれいにして保管をしておくと。 

 その後はどこに展示するかということでございますが、これまたいろいろ町内にもたくさんの

資料館的なものがございまして、これを一同に集めるというのはまず不可能だろうと、何万点と

いう数になりますので。今当面は今の大島歴史民俗資料館のものを移転させて、椋野のほうに整

備をしながら移動させようという考え方であります。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  大島斎場の改築、会場の件なんですが。現在葬儀、火葬とも、

葬儀がある場合は１日１件という形で運営しているわけですが、地元からいろいろな要望で、大

島郡に１カ所しかない葬儀場を、ぜひとも２回できないかということで今検討しておる最中です。

現在の和室の利用が一組で最低限の広さ、１５畳が２部屋の続き部屋にあるわけですが、それを

３０畳程度２部屋つくったら、午前、午後の葬儀に対応できるということで、今の別棟では考え

てません。今の和室の増築ということで検討しております。（「そういう意見はなかった。あっ

たかなかったか」と呼ぶ者あり）（「聞いておりません」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒川 政義君）  尾元議員。 

○議員（１０番 尾元  武君）  はい、ありがとうございました。 

○議長（荒川 政義君）  質問のときにはちゃんと手を挙げて…… 

○議員（１０番 尾元  武君）  あ、失礼しました、はい。 

○議長（荒川 政義君）  雑談になるよ。 

○議員（１０番 尾元  武君）  はい。最初の災害の倉庫の件ですが、２２年度でから私が１カ

所拝見したところが、安下庄の総合センターの前ですか。総合センターの前に一つ、駐車場に設

置してあります。 

 これに当たって、私災害と言えば地震、火災、水害、もろもろ、いろいろあります、高潮あり

ますが。そういった中で倉庫自体がアスファルトの上にベタ置きにした形でアンカーでとめてあ

るという状況です。かつ入り口の引き戸のドアですが、それはアスファルトからそんなに高いと

ころではないわけですね。何が言いたいかと言えば、水害の際には簡単に中のものがぬれてしま

うんではないかなと。そういった設置状況にあります。 

 私としては、基礎をそれなりに高くした状態で、中のものが安全な状態に設置すべきではない

かなと。そういった部分ぐらいの工事費も含めた形で展開していただきたいという思いを持って

おります。かつ２２年度に設置した倉庫においても、上げる基礎を設けて上げとくほうがよりベ
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ターではないかなという思いを持っております。その点につきまして、御答弁いただけたらと思

います。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  ２２年度確かに１カ所、橘の場合はアスファルト、その他について

はコンクリートの上にいわゆるアンカーでとめております。そのような御指摘を受けましたので、

２３年度についてはまた十分配慮したいと思います。 

 備品購入費ということでございますが、その辺のところ入札減等でも対応できるものであれば

考えてみたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で一般会計の質疑を終結します。 

 暫時休憩をします。１時まで。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時58分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第２、議案第２号平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算から、日程第

１０、議案第１０号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの９議案の補足説明を

求めます。田村健康福祉部長。 

 その前に、先ほどの答弁漏れがございますので、村田教育次長より答弁をお願いします。 

○教育次長（村田 雅典君）  けさほど１点ほどスクールバスの関係で福祉関係経費がいわゆる仕

様書というか設計書というか、その中に含まれているかどうかという御質問でございました。 

 平成２３年度のスクールバス椋野久賀線運行業務の業務委託費設計書を確認しましたところ、

雇用主負担としての健康保険、厚生年金、労災保険等が算定して設計書を作成しております。 

○議長（荒川 政義君）  改めて田村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（田村 敏範君）  それでは、議案第２号平成２３年度周防大島町国民健康保険事

業特別会計予算につきまして、補足説明を行います。特別会計予算書の１ページをお願いいたし

ます。 

 初めに、国民健康保険法の一部改正等につきまして御説明をいたします。国民健康保険税医療

給付分の賦課限度額が１万円増額になりまして５１万円、それから後期高齢者支援分の賦課限度

額が１万円増額し１４万円、介護納付金分の賦課限度額も２万円増加し１２万円となります。 
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 また７０から７４歳までの医療費の個人負担分につきましては、平成２４年３月まで１割負担

のまま継続になります。 

 以上が主な改正でございます。 

 なお、２３年度当初予算では財源不足のため一般療養給付費を必要予定額まで計上いたしてお

りません。不足額につきましては、保険税率の改正、一般会計からの任意の繰り入れ等を検討し、

６月定例会におきまして、補正予算を御提案の予定といたしておりますので、御理解をいただき

ますようお願いをいたします。 

 それでは、１ページ、本文第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を３３億２８３万

６,０００円と定めるものです。対前年度比６,０７８万６,０００円、１.８％の減になっており

ます。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めるものです。 

 それでは事項別明細書で御説明をいたします。事項別明細書の３ページをお願いいたします。

歳入から御説明をいたします。 

 １款の国民健康保険税は、４億５,０６４万１,０００円を計上し、対前年度比２,３７８万

９,０００円、５％の減となっております。医療給付費、後期高齢者支援分及び介護納付金賦課

額として、過去の保険者数の推移等を見込み、計上をいたしております。 

 ４ページをお願いいたします。３款国庫支出金１項国庫負担金では、５億９,４１６万

８,０００円を計上いたしております。１目の療養給付費負担金は、医療費の３４％、２目の高

額療養費共同事業負担金は、高額療養費拠出金の２５％に相当するものを計上いたしております。 

 ３目の特定健康診査等負担金は、特定健康診査基準額の３分の１に相当するものです。 

 ２項１目の財政調整交付金は、市町村財政の負担能力を考慮し、療養給付費負担金の不均衡を

調整するためのもので３億６,２７２万９,０００円を計上いたしております。 

 ４款療養給付費等交付金は、退職被保険者の療養給付費について、社会保険診療報酬支払基金

から交付されるもので１億９,５２３万７,０００円の計上であります。 

 ６ページをお願いいたします。５款前期高齢者交付金は、前期高齢者の比率により、保険者間

の財政調整として交付されるもので、平成２１年度の精算分を含め８億１,０２８万３,０００円

を計上いたしました。 

 ６款の県支出金１項の県負担金は、国庫負担金と同様に高額医療費拠出金の２５％相当として

１,３１２万円、特定健康診査基準額の３分の１相当として２２１万４,０００円を計上いたして

おります。 

 ２項の県補助金は、医療費の６％、普通調整交付金の１％に相当する財政調整交付金１億

３,００６万９,０００円を計上いたしております。 
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 ７款の共同事業交付税４億９,４２３万５,０００円の計上であります。１目の高額医療費共同

事業交付金は、１件当たりの医療費の額が８０万円を超える高額分に対応するものです。２目の

保険財政共同安定化事業交付金は、１件当たりの医療費の額が３０万円を超える高額医療費に対

して対応するもので、４億３,８９６万５,０００円を計上いたしております。 

 ９款の繰入金２億４,６１０万６,０００円の計上をいたしております。対前年度比７,５２３万

９,０００円の減となっておりますが、２２年度につきましては、基金の繰入金を１億３,０００万

円、それから任意の繰入金を６,０００万円計上いたしておりましたが、２３年度につきまして

は計上しておりませんので減額となっております。 

 一般会計からの繰入金として、保険基盤安定事業繰入金の保険税軽減分につきましては、国保

税の７割、５割、２割軽減に対応するものとして７,１８８万８,０００円、保険者支援分、保険

税の軽減の対象となった一般被保険者数の平均保険税の一定割合を公費で補てんするものでござ

いますが、１,６８８万９,０００円、職員給与費等が７,１５９万４,０００円、出産育児一時金

等の繰入金が６８３万３,０００円、それから財政安定化支援事業繰入金、これは国保財政の健

全課税の負担の平準化を目的とする交付金でございまして６,２７５万３,０００円、あと国保軽

減対策につきましては、福祉医療助成事業に対応するもので１,６１４万９,０００円を計上いた

しております。 

 次に、歳出を御説明いたします。１１ページをお願いします。１款総務費につきましては、職

員人件費、事務経費、賦課徴収費といたしまして、６,６７２万５,０００円を計上いたしており

ます。 

 １４ページ２款保険給付費でございますが、２２億５,６５６万９,０００円の計上で、対前年

度比が８,９３８万円の減となっております。財源不足のため、これは６月定例議会で追加計上

をお願いする予定でございます。 

 １款の療養諸費につきましては、１９億５,８１３万６,０００円──済いません、１項でござ

います。１項の療養諸費につきましては、１９億５,８１３万６,０００円、２項の高額療養費に

つきましては、２億８,４７２万７,０００円を計上いたしております。 

 １６ページをお願いします。４項出産育児諸費は２５人分、１,０５０万円、５項葬祭諸費は

６０人分３００万円を計上いたしております。 

 ３款の後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療への支援金といたしまして、３億１,４１２万

９,０００円を計上いたしました。 

 ４款前期高齢者納付金等は算定基準に基づく事務費として９１万３,０００円の計上でござい

ます。 

 １８ページ、５款の老人保健拠出金は２万９,０００円の計上でございまして、これは老人保
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健制度の廃止に伴い、平成２１年度の精算と事務費の計上でございます。 

 ６款介護納付金１億５,１７３万９,０００円の計上でございます。対前年度比１,７５９万

７,０００円の増となっております。 

 ７款共同事業拠出金、これは高額な医療費が発生した市町村に国保連合会から交付する再保険

事業に対する拠出金でございまして４億７,９５６万１,０００円、１件当たりの医療費が８０万

円を超えるものを基準とするものに対し、交付されるものが高額医療費拠出金でございまして

５,２４８万３,０００円、それから３０万円を超えるものに対して交付されるものが保健財政共

同安定化事業拠出金でございまして４億２,７０７万６,０００円でございます。 

 次に、８款保健事業費、１項の特定健康診査等事業費は国保の被保険者に対する特定健康診査

及び特定保健指導に要する経費として１,６８６万９,０００円を計上し、健診の受診者を

１,１３５人、受診率が２１.５％と見込んでおります。 

 ２項の保健事業費は、被保険者に対する医療通知等の経費で２３３万１,０００円の計上でご

ざいます。 

 ２２ページをお願いいたします。１１款の繰出金は、公営企業局会計への特別調整交付金の繰

出金といたしまして６５７万４,０００円、１２款につきましては予備費５００万を計上いたし

ております。 

 以上で平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 次に、議案第３号平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算につきまして補足

説明を行います。予算書の７ページをお願いいたします。 

 この会計につきましては、２２年度に保険料の見直しを行っておりますので、２３年度につき

ましては変更はございません。本文１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を４億

１,８４５万９,０００円と定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。３５ページをお願いいたします。歳入から御

説明をいたします。１款の後期高齢者医療保険料は２億５,６８８万１,０００円を計上、対前年

度比７１８万５,０００円の減であります。広域連合の算定に基づき、１目の特別徴収保険料は

２億５６３万８,０００円、２目の普通徴収保険料は５,１２４万３,０００円を計上いたしてお

ります。 

 ３款の繰入金は１億６,０３０万１,０００円の計上でございます。一般会計からの繰入金でご

ざいまして、１目の事務費繰入金は広域連合事務費分、職員人件費及び事務経費でございまして

３,８４２万円、２目の保険基盤安定繰入金は、保険料軽減分といたしまして１億２,１８８万

１,０００円であります。 

 次に３６ページをお願いします。５款諸収入２項償還金及び還付加算金は、歳出の過年度保険
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料還付金に充当するため、県広域連合からの歳入が主なもので、１２７万３,０００円を計上い

たしております。 

 次に、歳出について御説明いたします。３９ページをお願いします。１款総務費につきまして

は、職員人件費事務経費徴収経費といたしまして２,７５４万７,０００円を計上いたしておりま

す。 

 ４０ページ、２款でございますが、後期高齢者医療広域連合納付金３億８,９６３万９,０００円

の計上でございます。内訳は連合事務費として１,０８７万５,０００円、保険基盤安定負担金

１億２,１８８万１,０００円、保険料２億５,６８８万１,０００円と過年度保険料の延滞分が

２,０００円入って総額になっております。 

 ３款の諸支出金につきましては、過年度の保険料還付金で１２７万３,０００円でございます。 

 以上で、平成２３年度後周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

 次に、議案第４号平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算につきまして、補足説明

を行います。 

 予算書の１１ページをお願いいたします。平成２３年度は第４期の介護保険事業計画の最終年

になります。保険料、給付費ともに計画の範囲内で一応は推移しておりますが、給付費が伸びて

きておりまして、最終年は非常に厳しい状況になってきております。 

 本文第１条では、歳入歳出の予算の総額を３１億２,７５１万９,０００円と定めるものでござ

います。対前年度比１.７２％、５,２８５万３,０００円の増額となっております。 

 第２条歳出予算の流用では、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合に、

同一款内で流用ができることを定めるものでございます。 

 それでは事項別明細書で御説明をいたします。５３ページをお願いいたします。１款保険料

１目の第１号被保険者保険料は、３億８,９４２万７,０００円を計上いたしております。対前年

度比マイナスの１.２％でございます。特別徴収保険料は３億６,６５３万５,０００円、収納率

１００％、普通徴収保険料は２,１９９万２,０００円、収納率９４％を見込んでおります。被保

険者につきましては、特別徴収が８,５７８人、普通徴収が５４７人を見込んでおります。 

 ３款国庫支出金１項１目の介護給付費負担金は、給付費に係る国の法定負担分として、総給付

費のうち居宅給付費の２０％、施設給付費の１５％分として５億４３３万６,０００円を計上い

たしております。 

 ５４ページをお願いいたします。２項１目の調整交付金は、総給付費の１１.５％、３億

３,６６６万９,０００円を計上、２目の地域支援事業交付金では、介護予防事業費の２５％、

１１２万２,０００円、包括的支援事業・任意事業の４０％分、１,３７５万２,０００円を計上

いたしております。 



- 121 - 

 ４款支払基金交付金１目の介護給付費交付金は、総給付費の３０％、８億７,８６２万円を計

上、２目地域支援事業交付金は介護予防事業分として介護予防事業費の３０％分、１３４万

７,０００円を計上しております。 

 ５款県支出金１項１目の介護給付費負担金は、県の法定負担分として総給付費のうち施設給付

費の１７.５％、居宅給付費の１２.５％、４億４,７５０万１,０００円を計上。２項１目の地域

支援事業交付金は介護予防事業の１２.５％、５６万１,０００円、包括的支援事業、任意事業の

事業費の２０％、６８７万６,０００円を計上いたしております。 

 ７款繰入金１項１目の介護給付費繰入金は、町の法定負担分でございまして、総給付費の

１２.５％、３億６,６０９万１,０００円を計上、２目の地域支援事業繰入金は介護予防事業対

象額の１２.５％、５６万１,０００円と、包括的支援事業・任意事業の事業対象枠の２０％、

６８７万６,０００円を計上いたしております。 

 ５６ページをお願いいたします。３目その他一般会計繰入金は職員給与費、介護認定審査会等

の一般事務経費でございまして、１億４,５５０万１,０００円を計上。２項１目の介護給付費準

備基金繰入金は８４５万１,０００円、２目介護従事者処遇改善臨時特例基金は５４２万

３,０００円を計上しております。 

 ９款諸収入では、要支援の１と２の方のケアプラン作成手数料といたしまして、１,３８３万

７,０００円を計上いたしております。 

 次に、歳出について御説明をいたします。５９ページをお願いします。１款１項１目の一般管

理費は職員人件費と事務費でございまして、９,１３１万８,０００円を計上いたしております。 

 ６０ページをお願いいたします。２項保険料の徴収に関する経費として１５０万７,０００円、

３項介護認定審査会等の一般事務経費で３,９２１万６,０００円を計上いたしております。 

 ６２ページをお願いいたします。２款保険給付費１項１目の介護サービス等給付費は２５億

５,４８２万９,０００円、対前年度比が６,１５４万９,０００円の増額でございます。２目の介

護予防サービス等給付費は１億２,８８２万６,０００円、４９９万３,０００円の増額でござい

ます。２項１目審査支払手数料は、これは国保連合会への支払い手数料として３７２万３,０００円

を計上いたしております。 

 ６４ページをお願いいたします。３項高額介護サービス等費は７,３３６万６,０００円を計上、

４項高額医療合算介護サービス等費は、医療保険とあわせて計算するものでございまして、これ

は７８５万１,０００円を計上、５項特定入居者介護サービス等費１億６,０１４万７,０００円、

これは施設に入所している低所得者の方に保険給付の対象外である食費、居住費を支給補てんす

るものでございます。 

 ６６ページをお願いいたします。４款地域支援事業１項１目の２次予防事業、これは４２４万
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９,０００円を計上しております。生活機能評価の実施がなくなったため減額になっております。

それから２目の１次予防事業は、７６万４,０００円を計上いたしております。この２次予防事

業というのが、２２年度までの介護予防特定高齢者施策事業、それから２目の１次予防事業とい

うのが介護予防一般高齢者の施策事業、これ名前が変わっております。 

 ６８ページをお願いします。２項１目の包括的支援事業は、要支援・要介護のおそれのある高

齢者に対して、介護予防状態になることを防ぐため、介護予防全般に関するマネージメントに要

する費用でございまして１７６万１,０００円を計上いたしております。２目の任意事業

４０８万３,０００円の計上でございますが、在宅介護者の精神的、経済的な負担軽減を図るた

めの家族介護支援、成年後見制度の利用支援等に要する費用でございます。 

 ３目地域包括支援センター運営事業につきましては、介護予防のサービスを提供するために町

が設置する地域包括支援センターの運営に関する費用でございまして、４,４９４万７,０００円

を計上いたしております。 

 ７０ページをお願いいたします。５款の介護予防支援事業は、地域包括支援センターでのケア

プラン作成業務等の費用でございまして、１,０６６万８,０００円を計上いたしております。 

 以上で、平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算についての補足説明を終わります。

慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  環境生活部所管の特別会計予算４議案につきまして、補足説明

させていただきます。 

 まず最初に、議案第５号平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算についてでござい

ます。 

 特別会計予算つづりの１７ページ、お願いいたします。１条におきまして、歳入歳出予算の総

額を９億２,５７５万１,０００円と定めるものであります。その主なものにつきまして御説明さ

せていただきます。事項別明細書の８３ページをお願いいたします。 

 まず歳入からでありますが、１款分担金及び負担金では、新規加入を４２件と見込み１３６万

５,０００円を計上いたしました。２款使用料及び手数料１項使用料は、平成２２年度決算見込

み額から推計した４億１,１９２万４,０００円を計上いたしました。２項手数料は諸証明手数料、

業者指定手数料、開閉栓手数料合わせて８１万１,０００円の計上でございます。 

 ８４ページの３款繰入金、一般会計から５億１,１６５万円を繰り入れることとし、財源調整

をしたところでございます。 

 続きまして、歳出、８５ページをお願いいたします。１款簡易水道費１項事務費１目総務費で

は、職員人件費といたしまして９名分の給料等７,７２６万４,０００円を計上するとともに、
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８６ページになりますが、水道施設にかかわる借地料１６８万４,０００円、消費税１,３８３万

２,０００円の計上が主なものでございます。 

 ８６ページ、２項事業費１目維持管理費は、４億７,５４５万９,０００円を計上し、笠佐島、

前島、浮島、情島の離島を含む１４簡易水道施設の維持管理に努めるものでございます。メー

ター交換や漏水修理のための修繕費として５,０５３万６,０００円を計上しております。計量法

の改定により、水道メーターの８年ごとの更新時に検定切れの古いメーター器を検定し直したリ

サイクル品を使用していたものを、２３年度から新品の水道メーターを取り付けることとしてお

ります。２３年度は口径１３ミリから７５ミリまで２,２６６個を予定しております。 

 柳井地域広域水道企業団からの受水費３億７,８８４万３,０００円、委託料では、量水器検診

業務８０１万円を初め、電気計装設備補修、水質検査、配水池清掃施設監視点検業務の計上がそ

の主なものでございます。 

 また８８ページの飲料水供給施設維持管理費は、源明地区水道施設の維持管理経費１６７万

１,０００円を計上しております。 

 ８８ページから８９ページの２款公債費は、元金２億８,０９０万８,０００円、利子

７,１２９万４,０００円、あわせて３億５,２２０万２,０００円を計上しております。 

 ３款諸支出金は、還付金５０万円、４款予備費は５０万円の計上でございます。 

 以上が、議案第５号平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第６号平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計予算についてであります。 

 最初に戻りまして、予算書２１ページをお願いいたします。１条により、歳入歳出予算の総額

を４億７,１５７万２,０００円と定めるとともに、２条において２５ページの２表のとおり、地

方債の限度額を１億３,８９０万円とし、起債の方法、利率、償還の方法を定めるものでありま

す。 

 それでは、歳入歳出の主なものにつきまして、事項別明細書の１０３ページから御説明させて

いただきます。 

 まず歳入の１款分担金及び負担金１目公共下水道事業費分担金におきまして、現年度分

２２２万２,０００円、滞納繰越分８万円計上しております。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、２２年度整備地域の安下、田中、長天、安高地区の供用

開始する一部地域４４戸を含む現年度分の接続利用率、収納率、２３年４月から料金改定となり

ますその影響額等を考慮した、６,１４９万９,０００円を計上し、滞納繰越分２５万円と合わせ

て６,１７４万９,０００円を計上いたしました。 

 １０４ページの３款国庫支出金は継続して実施しております安下庄地区公共下水道事業及び東

和片添地区施設更新の公共下水道事業にかかわる国庫補助金５,１５０万円の計上でございます。 
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 ４款繰入金は一般会計から２億１,５４０万３,０００円を繰り入れることといたしております。 

 ５款諸収入２項雑入では、農業集落排水事業で整備、供用開始された秋地区の汚水処理負担金、

１７０万７,０００円を計上しております。 

 １０５ページになります。６款町債は下水道事業債１億３００万円、過疎対策事業債３,５９０万

円の計上であります。下水道事業債のうち６,６８０万円は平準化債でございます。 

 次に歳出について、１０７ページお願いいたします。１款公共下水費１項事務費１目総務管理

費のうち、職員人件費は職員６名分の給与等で、５,６６０万６,０００円を計上するとともに、

下水道一般事務経費及び１０８ページの委託料は、平成２２年度に定められた山口県汚水処理施

設整備構想に基づき、周防大島町公共下水道全体基本計画を定める委託料を計上しております。 

 １０９ページの２項事業費１目維持管理費は６,７７１万８,０００円の計上であります。安下

庄地区及び東和片添地区の公共下水道施設の維持管理に係る光熱水費１,６３１万９,０００円、

修繕費２２５万５,０００円、その他処理施設維持管理、下水道台帳整備、汚泥処理、電気設備

点検、管路清掃等の委託料４,４３４万６,０００円がその主なものでございます。 

 １１０ページお願いします。２目公共下水道事業費は、設備経費８０万円、安下庄地区公共下

水道事業は、職員人件費２名分１,１９６万１,０００円、安下庄処理区は、安下、庄北、安高地

区の３地区の約５０戸、管路延長にして１,５００メーターの整備事業費９,２４８万９,０００円

の計上でございます。 

 １１１ページから１１２ページの東和片添地区公共下水道事業は職員人件費１名分と２３年

１月臨時会において御議決いただいた片添浄化センターの汚泥脱水機を更新する２２年度、

２３年度２カ年の債務負担行為による事業で、２３年度分の事業費４,０８１万２,０００円を計

上しております。 

 １１２ページの２款公債費は、元金、利子合わせて１億７,５３８万４,０００円を計上いたし

ております。 

 １１３ページの３款諸支出金は、還付金７万円、４款予備費５０万円の計上でございます。 

 以上が、議案第６号平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第７号平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算について、説

明いたします。 

 戻りまして、予算書２７ページをお願いいたします。１条に定めますとおり、歳入歳出予算の

総額を３億１,３８５万２,０００円と定めております。また、２条により、３１ページの２表の

とおり、地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法について定めるもので

あります。 

 事項別明細書１２７ページをお願いいたします。 
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 歳入の１款分担金及び負担金１目農業集落排水事業分担金は、受益者分担金を６４１万

４,０００円と見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、秋地区新規接続利用率、収納率、料金改定、影響額等を

含め４,７４６万１,０００円を計上しており、１２８ページの３款繰入金は、一般会計から１億

６,３１７万円４,０００円を繰り入れることといたしております。 

 ５款町債は平準化債の９,３４０万円を合わせて下水道事業債９,５１０万円、過疎対策事業債

１７０万円の計上でございます。 

 １３１ページをお願いいたします。 

 歳出についてでございますが、１款農業集落排水費１項総務管理費は、職員人件費２名分の

１,３８０万１,０００円が主なものでございます。 

 １３２ページから１３３ページの２項事業費１目維持管理費は、１億１,０２９万６,０００円

を計上し、日良居、和田、戸田、沖浦西、沖浦東及び平成２２年度７月に供用開始されました秋

地区を含めた各地区の施設維持管理を行うものであります。光熱水費、施設修繕費、汚泥処理に

かかわる手数料、施設維持管理委託料、水質検査、管路清掃、電気設備点検、秋地区汚泥処理負

担金、消費税等が主なものとなっております。 

 １３３ページ、下段の２目農業集落排水事業費は、供用開始した地域の新規加入にかかわる公

共ますの設置、マンホールポンプ場の設備等４４３万２,０００円を計上いたしております。 

 １３４ページの２款公債費は、元金、利子合わせて１億８,３８５万９,０００円を計上いたし

ております。 

 ３款諸支出金は、還付金５万円、４款予備費５０万円の計上でございます。 

 以上が、議案第７号平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算の概要でございま

す。 

 続きまして、議案第８号平成２３年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算についてであ

ります。 

 予算書３３ページお願いいたします。第１条により、予算の総額を２,９１０万７,０００円と

定めております。また、２条により、第２表のとおり、地方債の起債の目的、限度額、起債の方

法、利率及び償還の方法について定めるものであります。 

 事項別明細書の１４７ページお願いいたします。 

 歳入につきましては、２款使用料及び手数料１項使用料は、利用率、収納率、料金改定影響額

等を考慮した３４１万９,０００円を計上しております。 

 １４８ページの３款繰入金では、一般会計からの繰入金を２,４０８万４,０００円計上してお

ります。 
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 １４８ページ下段の５款町債は、平準化債１６０万円の計上でございます。 

 １４９ページお願いいたします。歳出になりますが、１款漁業集落排水費２項事業費１目維持

管理費は、光熱水費、修繕費、施設維持管理委託料及びマンホールポンプの清掃、水質検査、脱

水汚泥の運搬処理、合わせて１,４３４万４,０００円の計上でございます。 

 １５０ページの２款公債費は、元金１,０３７万２,０００円、利子３９１万円、合わせて

１,４２８万２,０００円の計上でございます。 

 ４款予備費は３０万円計上いたしました。 

 以上で議案第５号から議案第８号までについての補足説明を終わります。何とぞ慎重審議の上、

御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  中野総務部長。 

○総務部長（中野 守雄君）  議案第９号平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計予算について、

補足説明をいたします。 

 特別会計予算書の３９ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額

を７,６７０万４,０００円と定めております。 

 それでは、事項別明細書の１５７ページをお開き願います。まず、歳入からであります。１款

使用料及び手数料１項使用料は、前島航路７８万１,０００円、情島航路５３１万６,０００円、

浮島航路１,０１６万７,０００円と見込み、合わせて１,６２６万４,０００円の計上であります。

２項手数料は、手荷物等の手数料でありますが、３航路を合わせて３４１万２,０００円を計上

しております。 

 １５８ページの２款国庫支出金は、それぞれの航路に係る国庫補助金として、２,８１９万

９,０００円を計上いたしました。 

 ３款県支出金は、航路補助金として２,０３５万５,０００の計上であります。 

 １５９ページの４款繰入金は、一般会計から８４２万６,０００円を繰り入れることとしてお

ります。繰越金は１,０００円、雑入は４万７,０００円の計上であります。 

 １６１ページをお願いいたします。歳出でございます。１款事業費１項事務費は、職員人件費

１名分と消費税、事務費等を合わせ９６０万６,０００円の計上であります。 

 １６２ページからの２項事業費は、船員の人件費、燃料費など１目前島航路運航費で、

２,００６万９,０００円、２目情島航路運航費で１,２４４万６,０００円、３目浮島航路運航費

で３,４２４万９,０００円、合わせて６,６７６万４,０００円を計上しております。３２５万

１,０００円の減額計上でありますが、昨年度は情島航路及び浮島航路において、旧船の廃船手

数料を計上していたことによるものであります。 

 １６６ページをお願いいたします。２款公債費は、元金、利子を合わせ１３万４,０００円の
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計上であります。予備費は、昨年同額の２０万円の計上であります。 

 以上が、議案第９号平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要でございます。何と

ぞ、慎重なる審議の上、御議決いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  石原企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  議案第１０号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予

算について、補足説明を申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算書の１ページをお開きい

ただきたいと思います。 

 この予算は、平成２２年度の業務量及び事業収支の実績等を考慮し計上したものであります。

第１条は総則です。第２条は、業務の予定量について定めております。病床数や定員は平成

２２年度と変更ございません。病院の患者数は、入院９万４０２人、次に、２ページ目ですが、

外来が１２万９,３２０人を見込み、介護老人保健施設の利用者数は、入所が４万５,０１８人、

通所が４,８８０人を見込み、３ページですが、大島看護学校の学生数は１１７人を見込んでお

ります。 

 主要な建設改良事業につきましては、後ほど第４条の資本的収入及び支出で説明させていただ

きます。 

 次に、４ページをお願いいたします。第３条は、収益的収入及び支出について定めるもので、

業務の予定量に基づきまして、収入は４６億８,８３５万円、５ページの最下段ですが、支出を

４６億６,７９１万３,０００円と見込んでおります。 

 次に、６ページをお願いいたします。第４条は、資本的収入及び支出について定めるもので、

資本的収入を７億２,７８０万円、資本的支出を、７ページですが、１０億６,７２８万

５,０００円と見込んでおります。 

 ６ページに戻りまして、収入の企業債は、東和病院東棟改築設計費、旧大島病院解体駐車場整

備、各施設の機械備品整備のための病院事業債、過疎債借り入れを見込んだもので、支出金は、

旧大島病院解体駐車場整備の財源として予定しております合併特例債分の一般会計から繰り入れ

を見込んだものです。 

 支出の建設改良費は、病院改築事業として、東和病院東棟改築設計費、旧大島病院解体駐車場

整備費を、機械備品及び車両の整備として、東和病院に超音波診断装置ほか８品目、橘病院に回

診用Ｘ線撮影装置ほか２品目、大島病院に超音波診断装置ほか５品目、やすらぎ苑に与薬カート、

さざなみ苑に通所者用電動ベッド、看護学校に事務用車両の購入費を計上しております。企業債

償還金は２３年度中の病院事業債、過疎債償還予定額を計上しております。投資は、基金への積

み立てを予定しております。 
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 第５条は、継続費について、大島病院移転新築工事の総額及び年割額を定めております。 

 第６条は、企業債について定めるもので、借入限度額を７億１,３４３万円と定めております。 

 次に、８ページをお願いいたします。第７条は、一時借入金の限度額を１０億円と定めており

ます。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、給与費２５億

１,５１１万６,０００円、公債費２４０万円を計上しております。 

 第９条は、他会計からの補助金について定めるもので、一般会計から７億４,６１３万円の繰

り入れを予定しております。 

 第１０条は、薬品や診療材料等のたな卸資産の購入限度額を業務の予定量に基づきまして、

９億４,０８９万６,０００円と定めております。 

 第１１条は、重要な資産の取得及び処分について定めるもので、取得する資産として、東和病

院に医療機器３品目、大島病院に医療機器２品目を、処分する資産として、東和病院に医療機器

２品目を挙げております。 

 附属資料といたしまして、１１ページ以降に予算に関する説明書を添付しております。 

 なお、当年度純利益は、５９ページの平成２３年度周防大島町公営企業局事業予定貸借対照表

のとおり６,２８０万４,０００円の赤字を見込んでおります。 

 以上が平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算の内容でございます。どうかよろしく

御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げて補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。議案第２号平成

２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算、質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  補足説明であったり、町長の行政報告であったわけですが、実際

的に、今年度の国保会計の特徴は、一部医療費赤字という前提で予算が組まれているというふう

に見られます。その大きな要因が、実際的には、前年度１億３,０００万円の基金の取り崩し、

そして、任意分の６,０００万円、これが大きく違うと。単純に見ますと、実際的には医療費分

は、同率でそのぐらいの赤字計上になるのかなという見方ができるわけなんですが、実態として、

例えば、医療費不足分の概算について、一定程度今時点で予測ができるかどうかまず答弁を求め

ておきたいというふうに思います。 

 といいますのが、昨年の同期で、一気の基金取り崩しは、翌年度以降の大幅な引き上げになる

んではないかという危惧を昨年の議会の中で言っておりますので、あわせて実際的な状況、報告

をお願いしたいというふうに思います。 

 私の推定でいえば１億９,０００万円ぐらいかなというふうに見ておるんですが、実際的な状

況の報告を求めたいというふうに思います。 
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○議長（荒川 政義君）  東原健康増進課長。 

○健康増進課長（東原 平典君）  平成２３年度当初予算におきまして今計上しておる金額よりも

実際は１億４,５０８万２,０００円今未計上となっております。それといいますのは、平成

２２年度療養給付費が対前年度で６％上昇しましたけども、それによりまして、不足分として出

てくるわけなんですけども、来年度の上昇率も３％計上を考えております。それで考えますと

１９億５,５００万円必要になるという考え方になるわけなんですけども、今計上している金額

としては１８億８９１万８,０００円しか計上できておりません。 

 差額としましては１億４,５０８万２,０００円であります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第３号平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第６号平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第７号平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２３年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計予算、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 
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 議案第１０号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計予算、質疑はございませんか。広田

議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  実際的に大事な点は質疑をしておきたいというふうに思います。

といいますのが、条例改正が昨日可決されました。それで、その可決に全議員が賛同しました。

それで、今年度、それじゃその可決がどう結びつくかという点であります。それで、実際的に皆

さん方がつくった部分については、費用等で約１億７,０００万円から８,０００万円ぐらい増額

ではないかという、費用というのは人件費部分、いわゆる実際的に雇い入れて新たにふえる部分。

それで、昨日も私言ったんですが、どれほど収益的収支にプラスにかかわるかという点で、企業

局の考え方、一つは、赤字の圧縮です。それで、去年の赤字は、３億６,０００万円余りは、病

院、固定資産等の部分で一気の赤字ということでありました。それで、年度当初を見ると、一応

６,０００万円ぐらいの赤字見込みということであります。収益的収支の関係で実際的にどう働

くのか。例えば、３病院について、予定量に近いほど運用が可能になることによってどうなる。

例えば、療養病床、一般病床の大島病院、そして、東和病院、橘病院について、実際的に看護師

雇い入れによって費用はふえますと。いわゆる職員人件費は。それが１億何がしになるかもわか

りません。それで、収益部分についてどういうふうに見ておるのか、この部分をやはり本会議で

の中身として質疑をしておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  河村企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（河村 常和君）  まず、きのう許可いただきました定数のほうの増による

のは、予算書の４６ページに３４２名という職員数で計上させていただいております。今年度特

に多いのは、看護学校の卒業生が１６名新規採用できるということもありまして、公営企業局と

しては、今までの看護師不足を少しでも補うという部分で、これからは、先般からお知らせして

おりますように、看護単位の看護度を上げていきたいというのが方針ではございます。 

 ただ、今後については、来年、再来年という時期におきましては、公営企業局も７名、８名の

退職者というのが出てきますので、いきなり３５９の増員させていただいた定数までは向かうと

いうものではございませんけれど、徐々に看護単位は上げていきたいというのが公営企業局の今

現在思っているところでございます。 

 あと収支的な部分については、財政の村岡のほうから御説明させていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  人件費増によります、それに伴う収入の増ということで

ございますが、各病院ともそれぞれ増員をいたしまして、予算書にありますとおり、２２年度の

最終補正と比べまして、それぞれ入院患者、外来患者の増収を見込んでおります。 

 具体的に申しますと、そちらの予算書の１日平均患者数等にもありますように、東和病院で入
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院患者の増加によりまして６,６００万円余りの増加を見込んでおります。外来患者の増により

まして２,２１１万６,０００円の増加を見込んでおります。橘病院に関しても、入院で

１,９５９万９,０００円、外来で１,８５６万２,０００円、大島病院につきましては、入院患者

の増、こちらは今現在療養病床を６０床のうち、看護師ほか医療スタッフの不足ということで

５０床でやっておりますが、これを職員をふやしまして、６０人を定員でフル稼働できるという

形を見込んでおりまして、入院の収益を７,４６８万１,０００円増加、外来患者数につきまして

も、４,６７６万１,０００円の増加を見込んでおります。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  もう一つは、新年度に向いて実際的な他会計からのルール分の繰

り入れ分と、実際的な任意分の繰り入れについて、各病院の状況について答弁を求めておきたい

というふうに思います。 

 といいますのが、県内のそれぞれの病院、それぞれ厳しい運営の中で、基準額に対して大体実

績としてはそれぞれ基準額同様の金額が入っているというふうに、新年度も予測されます。それ

で、財政当局は嫌がるかもわかりませんが、実際的には、いろんな経緯があって、いわゆるルー

ル分に対していろんな減額分があって、基準繰り入れまでにいってないというのが状況ではない

かというふうに考えております。それは、ルール分は、特別交付税で入ってきて、そして支払う

という部分がルール分だろうというふうに思いますが、一般分で、実際的に他の病院が含めて入

ってくるような部分までは実は入ってないんだという部分があります。それは、国保診療施設組

合から移行して公営企業局になって、それなりに議論された部分があるかもわかりませんが、実

態としては、その部分が将来的に、今以上に厳しい状況になったときにどう見るかという部分が

ありますので、新年度予算で見てどういうふうに見ているのかという点を質疑しておきたいとい

うふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  村岡公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（村岡 宏章君）  他会計繰入金についてですが、新年度の予算につきまし

ては、従前どおり、病院に対する普通交付税、特別交付税、企業債償還金も含めてそうです

が──についてを予算計上しております。県内の他病院の基準額、繰り出し基準というものはご

ざいまして、それとの比較ということになりますと、公営企業局では、繰り出し基準に基づくん

ではなくて、病院に対する交付税部分のみをするということでやっておりますが、その差額とし

ましては、合併当時で１億８,０００万円、今現在は設備投資等を行ってきておりますので、大

きく違いますのが、建物関係、やすらぎ苑、さざなみ苑については、基準では元利償還の３分の

２ということですが、今現在はゼロ。それとか、大島病院とか東和病院の橘病院増改築もひっく

るめまして、今現在の町と公営企業局のルールと繰り出し基準との差額は２億数千万円あるんで
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はないかと思われております。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今財政課長が申し上げたとおりでございますが、合併以前の４町と、そ

して、診療施設組合という時代と、そして、合併いたしまして、周防大島町の公営企業局になっ

たときに定めたルールといいますか、そういう形を今つくっておるわけでございますが、確かに

合併前の基準繰入額というものに比べれば、今相当減額をされておるという状況でございます。 

 本来であれば、これで健全な経営をしていただくというのが一番いい方法だと思っておるとこ

ろでございます。 

 当然、これでからどうしても財政運営ができなくなるということになったときのことを今おっ

しゃられたんじゃないかと思いますが、そういうことにならないように、今現在のこの形でぜひ

とも健全な経営をしていただくというのを努力をいただくということが一番ではないかと思って

おります。 

 しかしながら、どうしてもそういうことになった場合には、県内でもたくさんの市町立の病院

関係につきましては、そういうルール以上にまた任意で出しているというとこもあるわけでござ

いますから、それを全く否定するものじゃないとは思うんですが、できるだけ今のルールでお互

いが健全な財政運営をしていくというためには、これで企業局の財政も十分健全化していただく

というのがまず第１の努力だと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  もう一つは、東和病院にかかわる設計費についてであります。実

際的に今年度、耐震部分の設計について予算計上されております。それで、今までの議論が、一

つは設計の段階で、一般病床的な改築をしておけば、療養病床に転換は可能だというのが、廊下

部分とか、室基準とか、実際的には変わりやすい。一般療養病床で計画したら、もとの一般に返

すのはとてもじゃないが困難だということが質疑等の中で言われておると思うんですが、今度の

東和病院の耐震にかかわる実際的な改築方向、これについては、従前の基本的答弁でよろしいの

かどうなのかを含めてちょっと答弁を求めておきたいと。 

 もう一点は、先ほど町長が言われた合併部分、合併を過ぎて新たな部分は、当然調査したら、

岩国内の病院は、合併によって新たなルールづくりで任意分をふやしているという実態はありま

す、私も見てから。じゃけえ、その部分は了解しております。ただ、かなり厳しい、県内すべて

の病院が厳しいという言われ方をしておりますので、その辺は含んでおっていただきたいという

ふうに思います。 

 もう一個、改築の方向性について、案としてどういう方向になるのかと。 

○議長（荒川 政義君）  河村企業局総務部長。 
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○公営企業局総務部長（河村 常和君）  東和病院の改築ということでございますけれど、大島病

院の改築の時点におきましては、大島郡の中の医療の統合とか、そういったものとあわせて医療

療養病床をやるということで、医療療養病床を中に何床か入れての改築工事ということで、皆さ

んと議論させていただきました。そして、その後、今、運営させていただいておりますが、大島

病院のほうのホームページ等にも載せさせていただいておるんですが、医療療養病床に関しまし

ては、入所基準というのがかなりいろんな部分でハードルが高いというか、いろんな審査があり

ます。一般病床であれば、急変した場合にすぐ病院として受け入れて、しばらく入院していただ

いて、快方に向かえば退院していただけるという部分がありますが、療養病床についての事前審

査というか、他の医院で病状固定してから回ってくるということで大変難しい部分があるという

のを我々も認識をしまして、現在ある東和病院におきましては、今後、しばらく一般病床のまま

増改築をしたいということで、東棟の６０床につきまして改築を計画しているという現状です。

東和の地区におきましては、まだまだ１００名近い入院患者がきょう現在もおりますので、そう

いった部分で、そういう対応のできる一般病床のほうがいいんではないかというのが、今公営企

業局における結論ということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。平成２３年度予算の質疑が終結しましたので、議案第１号から議案第１０号ま

での１０議案を本日配布しております議案付託表により、所管の常任委員会へ付託することにし

たいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  御異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第１０号までの

１０議案を本日配布いたしました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定

しました。 

 暫時休憩をします。 

午後２時11分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時21分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 
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日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

日程第１８．議案第１８号 

日程第１９．議案第１９号 

日程第２０．議案第２０号 

日程第２１．議案第２１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１１、議案第１１号平成２２年度周防大島町一般会計補正予算

（第６号）から日程第２１、議案第２１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算

（第３号）までの１１議案を一括上程し、これを議題とします。 

 質疑は３月８日の本会議で終了しておりますので、これより討論、採決に入ります。 

 議案第１１号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１１号平成２２年度周防大島町一般会計補正予算

（第６号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号、討論はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  特別会計、国保会計について賛成の立場から討論をしておきたい

というふうに思います。 

 といいますのが、私自身考えてみますと、ずっと合併以前から、国民健康保険税は高いんだと。

引き下げまでつながらんでも、どう引き上げを行わないように努力するかという点が大事なんだ

ということを、約１０年ぐらい前にたびたび討論してきました。その中で、実際合併前に、ある

時期、大体山本町長以降、１,０００万円から２,０００万円の繰り入れをしてまいりました。そ

れで、今回、実際的に考えてみますと、椎木町長が予算編成したときに、６,０００万円の任意

の法定分以外の一般会計からの繰り入れをしました。かなりの額でありました。そのとき討論が、

私はもっと入れんと大変な状況になるよということを言いました。それで、いろいろ言う人がお

りました。しかし、今回の補正であわせて大体繰り入れることによって、被保険者１世帯当たり

実態的には答弁がありましたように３万５,０００円のある意味引き下げ部分につながっておる
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んではないかという判断をしました。そういう立場から今回、１点、この立場だけで賛成する次

第であります。 

 それと、もう一点は、討論に立つ以上は、今国保会計が持っている部分として、ぜひとも執行

部が考えていただきたいのは、資格証明書はできるだけしないようにすること、これは大事な点

です。全国で、保険証がないことによる、やっぱり病院にかかれないということで重症化すると

いう事例も各地域で起きております。これぜひ実践していただきたいというふうに考えます。そ

れらの点を主に賛成討論としたいというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（荒川 政義君）  次に、反対討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１２号平成２２年度周防大島町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１３号平成２２年度周防大島町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１４号平成２２年度周防大島町老人保健事業特別

会計補正予算（第２号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１５号平成２２年度周防大島町介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１６号平成２２年度周防大島町簡易水道事業特別

会計補正予算（第４号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１７号平成２２年度周防大島町下水道事業特別会

計補正予算（第４号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１８号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１８号平成２２年度周防大島町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第１９号平成２２年度周防大島町漁業集落排水事業

特別会計補正予算（第１号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２０号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第２０号平成２２年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第２号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２１号、討論はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  議案第２１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会計補正予

算（第３号）について、賛成の立場から討論しておきたいというふうに思います。 

 冷やかしで言う人がおられるかもわかりませんが、私は、公営企業局のあり方の問題を常に指

摘してきました。島民のための公立病院なんだということを指摘しました。それで、公立病院な

ら何が大事かということで、実際的には中身の充実、これを常に言ってきました。そうすること

によって初めて島民の期待に応える３病院であるという立場を明確にしてきました。その上で今

回の補正はどうなのかという点であります。今回、議員の皆さんが見てわかるように、予定貸借

対照表見てください。実際的には私自身が質疑をして、施設整備基金が６８億８,９００万円に

下がっております。この理由についても、昨日質疑をしました。そして、当年度純利益３億

７,７０１万１,０００円、これについても質疑をしました。この点では、帳簿上の減という部分

がほとんどでありました。３億円余りが実際的には帳簿上の減ではないかというふうに考えます。 

 また、業務量等を見ても実際的にはおちる部分があることは明らかです。しかし、この部分が、

きのう議論した定数条例の変更、これによって私は収支は一定程度改善されるというふうに考え

ております。 

 また、主な部分としては、大島病院の実際的な継続費の変更、これも主な内容です。実際的に

出発しましたが、２３年度に解体部分、駐車場部分が移行されるために、実際年次割の変更とい

う案が出てきました。これが中身であります。 

 こうしてみると、今までどおり、実際的に公営企業局が運営する３病院、２つの老人保健施設、

そして、施設としては看護学校、それらが町民の立場に立って役に立つ方向で運営されていると

いうふうに私は認識し、賛成の立場から討論しておきたいというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（荒川 政義君）  次に、反対討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  賛成討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより起立による採決を行います。議案第２１号平成２２年度周防大島町公営企業局企業会

計補正予算（第３号）、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程はすべて議了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 次の会議は、３月２３日水曜日午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（木元 真琴君）  御起立願います。一同、礼。 

午後２時32分散会 

────────────────────────────── 

 


